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一　再会







　春の日本海は、想像していたより穏やかだった。

　ぐらりと一度大きく揺れた船が、ゆっくり岸壁から離れていく。間延びしたような汽笛の音が響いて、田舎の小さな港に出航を知らせた。

　四月中旬の海風はまだ冷たい。高たか崎さき遙はるかはスプリングコートの襟をしっかりと合わせ、少しずつ遠くなっていく陸地の稜線を見つめた。

　長い髪が風に乱される。仕事中はいつもキリッとしていて、凛とした印象を持たれることの多い遙だが、今ぼんやりと景色を眺めるその表情は曇っていた。

「一人旅になるとは思わなかったな……」

　やさぐれた気分で呟きながら空を見上げる。天気予報では荒れ模様になるはずだったのに、雨が降ったのは早朝までだった。今は美しく晴れ渡った青空だ。

　水曜から日曜までの五連休。多忙な時期が続き、やっと取れた休暇だった。

　本来なら恋人と旅行する予定だったのだ――彼が「他の女性と結婚するから別れてほしい」なんて言い出すまでは。

「……いや、やめよう。一人旅を満喫するって決めたんだった」

　せっかくの休暇を東京のマンションで過ごすのは癪だからと、勢いで決めた一人旅。子供のころ数年住んでいた離島に行ってみようと思い立ったのは、ほんの気まぐれだった。

　でも深く考えずに決めたわりには、いい目的地だったと思う。

　東京から島まで行くには新幹線で二時間弱、そこから高速船で約一時間。旅行気分をしっかり味わえるし、移動で疲れることもないちょうどいい距離だ。人口が四百人程度の小さな島は緑豊かで、透明度の高い美しい海はダイビングスポットとしても人気がある。

　この旅行のことを会社で話したとき、同じ部署の後輩である村むら山やま菜な月つきは「えー、あの島めっちゃ綺麗ですよね」と目を輝かせた。

「よく知ってるね、菜月。小さい島なのに」

「最近何かの雑誌に載ってましたよ。行ってみたいと思ってたんですよねー。いいなぁ、何泊するんですか？」

「三泊。同級生の実家がペンションやってるから、そこに泊めてもらおうと思って」

　島での宿泊先を探さなければと思ったとき、一番に思い出したのは成なる瀬せ海かい里りのことだった。小学校と中学校で仲良くしていた、なつかしい同級生。

　スマホで検索すると彼の実家のペンションはまだ営業を続けていたので、すぐに予約の電話をしたのだ。宿泊先が知り合いの宿であることは、慣れない女性の一人旅には心強い。

　……あのペンションも久しぶりだな。たしか昔は広い芝生があって、大きな犬を飼っていた。

　ぼんやりした記憶を辿って笑みを浮かべると、菜月が「あやしい」と呟いた。

「友達って、男の人ですか？」

「うん、そう」

「やっぱり！　もしかしてイケメン？」

「いやー、あんまり覚えてないんだよね。この前電話では話したけど……」

　問い合わせの電話に出たのが海里本人だったので、遙は驚いた。島の子たちのほとんどが本土で就職するから、てっきり彼も島を出ていると思っていたのだ。

　最後に話したのは遙が島から引っ越した中学生のときなので、もう十年以上が経っている。海里の顔も声も、正直ほとんど覚えていない。だから電話の向こうの低い声は、もう全然知らない人のものだった。

　それでも電話の明るい口調を思い出すたび、遙の気持ちも弾む。久しぶりに訪れる島、仲のよかった友人との再会。傷心旅行のはずだったのに、いつのまにか純粋にこの旅行が楽しみになっていた。

　表情を緩めた遙に、菜月が身を乗り出してくる。

「なになに、新しい恋の予感ですか？　イケメンと離島でラブラブリゾート？」

「ただの同級生です。……ねえ菜月、手が止まってる。休暇届の部署印、早く押していただきたいんですが」

「おっと失礼……はい押しました、これ出しておきますね。でもよくあるじゃないですか、成人式とか同窓会とかで再会して恋になっちゃうやつ。やだ、盛り上がってきましたね……！」

「ないない、全然盛り上がってない」

　仕事そっちのけではしゃぐ後輩を横目に、遙は引き継ぎ資料の見直しをする。

　休暇中のフォローは主に菜月にお願いしてある。彼女は無駄話が多いものの、仕事は早い。まだ入社二年目の社員だが、数日のあいだ業務を任せることに不安はなかった。　

「総務省からの調査依頼、ほぼ終わってるから。一応目を通しておいてもらえる？」

「わぁ、さっすが遙さん仕事早い！　神！」

「労働局への助成金申請は菜月にお願いするね。ガイドラインに補足つけてまとめてあるから、よく読んでやってみて。かなり面倒だけど勉強になると思う」

「うぐ、さっすが遙さん厳しい……鬼……」

　菜月は頭を抱えてパソコンとにらめっこしつつ、「休暇楽しんできてくださいね」と気持ちよく送り出してくれた。もちろん彼女は「その同級生と恋になっちゃったら絶対教えてくださいよ！」と念を押すのも忘れなかったが。

「同級生と恋、ね……」

　会社でのやりとりを思い出しながら、遙は空を見上げた。

　今日の天気予報はやっぱり外れたらしい。雲ひとつない青空が眩しかった。港からついてきた海鳥は、いまだに船の周囲を飛び交っている。

　菜月が心配してくれているのはよく分かっていた。元彼と別れた直後の遙は、顔には出さなかったものの、しばらく落ち込んでいたから。

　入社当初から遙に懐いていた菜月は、元彼との破局の顛末を知って自分のことのように怒ってくれたのだ。「さっさと次いきましょ！　遙さんはしっかりしてるしやさしいし、あんな最低男よりもっといい男と付き合ったほうがいいですよ！」と言って。

　……まあ、海里と新しい恋を始めるというのはありえないけど。

　たしかに昔はそんな気持ちを持ったこともある。子供の少ない島で、海里は遙にとって唯一の同級生だった――そして、初恋の相手でもあった。でもそれは子供のころの話だ。ずっと昔、気持ちを打ち明けることもなく終わった幼い恋。

　あれからもうずいぶん時間が経った。お互い今年で二十八歳。海里はどんなふうに成長しているのだろう。大人になった彼は全然想像もつかない。

　遙は進行方向に目を凝らす。ぼんやりと見えていた島影が近づくにつれて、輪郭がくっきりしてきた。

　菜月の「再会して恋になっちゃうやつ」という言葉を思い出してしまい、「ないない」と首を振る。……もうすぐ初恋の人に会えると思うと、胸の奥は少しだけざわついていたけれど。

　

　一時間もかからない船旅はあっというまだった。入港した船はコバルトブルーの海をゆっくりと進む。接岸まであと少しだ。

　ガラス張りの乗船ターミナル、春の花でぎっしり埋め尽くされた花時計、石造りのイルカのオブジェ。何もかもがなつかしい。

　平日の午後という中途半端な時間、乗客は少ないから港で出迎える人も少ない。だから船のデッキにいる遙をまっすぐ見つめている若い男性の姿は、ひときわ目を引いた。

「……海里？」

　到着の時間に合わせて迎えに来てくれるとは言っていたけれど……もしかしてあの人だろうか。確信が持てず、遙は首を傾げた。

　何せ、彼はたいそう美形なのだ。いかにも聡明そうに整った目鼻立ちに、形のいい唇。サラサラとしたやわらかそうな髪は、春の日差しを受けてほんのり栗色に輝きながら潮風に揺れている。

　そしてモデルのような均整のとれた長身。ジャケットの下は細身のパンツとシンプルなニットだが、カジュアルすぎず品よく見えるのはスタイルがいいからだろう。

　目を合わせるのも気まずいレベルのイケメンだ。でも何となく目を逸らすこともできず、しばらくそのまま見つめ合う。

　彼の顔が一瞬泣きそうに歪んだ気がしたのは、見間違いだろうか。

　やがて彼の口元が「はるか」とゆっくり動いたように見えた。船のエンジン音で声は聞こえない。こちらの声も聞こえないだろうと、ただ何度も大きく頷く。

　岸壁が近付き、船首にいた甲板員が係留ロープを投げた。もうすぐ下船だ。遙はデッキから身を乗り出すようにして、「本当に海里？　全然分かんなかった」と大きな声を出した。

「俺の顔忘れてたんだ、薄情者」

「意外とかっこよくなってたから」

「意外は余計。そっちも化粧うまくなってて一瞬分かんなかったけど」

「ちょっと、そこは嘘でも綺麗になったって言いなよ」

　十年以上会っていない気まずさは全然感じなかった。接岸を待ちながら昔のように気楽に言い合い、一緒に笑う。

　彼には昔の面影がある……だろうか。子供のころから綺麗な顔だった気はするけれど、よく思い出せない。

　でもそのおおらかな笑顔はたしかに記憶にあった。あのころ遙の手を引いて、小さな島を駆け回っていたやんちゃな男の子。今ではすっかり大人の男性になっていて、何だか不思議な気持ちになるけれど。

　到着のアナウンスが流れ、タラップを降りる。

　ほんの一時間くらい乗っていただけなのに、久しぶりに船に乗ったせいか足元がふわふわしていた。ちょっとよろけたところを、海里が抱きしめるように支えてくれる。

「あっぶね。大丈夫か、船酔いした？」

「ううん、全然酔ってないんだけど……まだ揺れてる感じがする」

　支えてくれた腕はしっかり筋肉質で、すらりとした体形なのに案外逞しいことにドキリとした。スパイシーなフレグランスの知らない香りにも。彼は遙の動揺には気付かず、「遙は船酔いしやすかったよな」と心配そうに背中をさすってくれる。

「車まで歩ける？　荷物預かるけど……しかしすごい大荷物だな」

「いろいろ入ってるの、手土産にお酒とか……お酒とか」

「はいはい絶対酒飲みになってるタイプだと思った。うちの厨房にもどっさり酒あるからな」

「わぁ、すごい偏見」

「どうせザルですよね」

「まあザルですけど」

　大きなボストンバッグを彼に持ってもらって、急に身軽になった。手土産も重かったけれど、三泊の旅行はさすがに荷物が多い。行き先が離島だと思うと、つい心配であれこれバッグに入れてしまったのだ。

　コンパクトタイプのミニバンが近くに停められていて、海里が助手席のドアを開けてくれた。そうか車の運転もできるのか、と思いながら助手席に乗り込む。

　中学生のとき別れたきりだったけれど、もうお互い酒も飲めれば運転もできる年なのだ。そう思うと何だか感慨深い。彼も「一緒に酒飲むの楽しみにしてたんだよ」とうれしそうな笑顔を見せる。

「遙と飲んだことなかったしね。一回くらい同窓会来ればよかったのに」

「去年の冬にも同窓会の案内もらったよね。そのうち行きたいなぁとは思ってたんだけど……でも私、一時期しか島にいなかったし。ずっとこっちに顔出してなかったから、ちょっと気が引けちゃって」

「そんなの全然気にしなくていいのに。みんな遙に会えたら喜ぶよ。それにどうせあいつら開始三十分で全員泥酔してて、誰が誰だか分かんなくなってるし」

「にぎやかそうだね、相変わらず」

　この島で育った子たちはみんな仲がいい。子供が少ない島の小学校は学年混合の複式学級になるし、中学校も小学校と同じ校舎だ。年上の子たちが小さい子たちの面倒を見て、みんなが兄弟のように一緒に大きくなっていく。

　遙がこの学校に転入したのは小学四年生のときだった。都市部のマンモス校から、離島の学校への転校。新しい学校には同級生は一人しかいないと聞かされて、ひどく困惑したのを覚えている。

　緊張している遙を子供たちの輪に入れてくれたのが、そのたった一人の同級生である海里だった。気さくで朗らかな、島の子供たちの中心的な存在だった男の子。

　彼は「同い年の子が島に来てうれしい」ととても喜んだ。そして遙に釣りや磯遊びを教え、祭りやイベントに連れ出し、島の人たちに新しい友達だと紹介して歩いた。海里がいなかったら、遙は島にも学校にもなかなか馴染めずにいただろう。

「遙が来るなら誰かに声かけようかと思ったんだけど、そもそも島に残った奴がほとんどいないからなー」

「みんな島の外で就職するもんね。海里のご両親も元気？　私、すっかりご無沙汰してしまって……」

　海里の両親からも昔はずいぶんかわいがってもらった。料理が上手な父親と、よくピアノを弾いてくれた母親。遙は海里の両親に会うのも楽しみにしていたのだ。

　でも海里は、ちょっと気まずそうに「あー……」と頭を掻いた。

「あのさ、電話で言いそびれたんだけど。うちの両親、本土に移住したんだよ」

「え？」

「父親が血圧高くて、ずっと薬飲んでて。ここ常勤の医者がいないし、やっぱり持病があると不安だったんだろうね。早めにペンション畳むっていう話になったから、それなら俺に継がせてほしいって頼んだんだ」

　その話は初耳だったので驚いた。遙が電話したとき、海里は忙しそうで用件以外の話はできなかったのだ。

　両親は同じ県内に引っ越して元気に暮らしていること、海里が二年前に帰郷して父親の跡を継いだこと、今は彼一人でペンションを切り盛りしていること――。

　これまでの話をする海里は、ずいぶん楽しそうだった。

　慣れないことばかりで大変だったと笑っているが、今はオーナーとして立派にやっているのだろう。その精悍な横顔には、自分の力で家業を続けている自信と充実感がにじみ出ている。

「遙が客として来てくれるとは思わなかった。ちょうど空いてるときでよかったな、三泊ずっと貸切だよ」

「え、うそ」

　遙は問い合わせの電話をかける前に、宿泊予約サイトものぞいていた。ちらりと見た空室状況は、週末だけでなく平日でも満室の日がちらほらあったはずだ。

　忙しそうだし一人客が泊めてもらったら悪いだろうかと、かなり気にしていたのに。まさか水曜から金曜まで三泊全部貸切になるとは思わなかった。

「あの……もしかして今にも潰れそう？」

　おそるおそる聞くと、彼は「おい失礼か」と吹き出した。

「意外と儲かってるからご心配なく。今日明日は天気悪いって予報だったし、海が荒れるときはキャンセル増えるからね。結局めっちゃ晴れてるけど」

「……そっか。そうだね」

　本土との交通手段が船しかない離島なのだ。波が高くて船が出ないのはよくあることだし、荒天が続いて何日も島に閉じ込められることもある。島の人たちも観光客も、天候の変化には敏感だ。

　そのことは分かっている。でも、彼の両親もいなくて、他のお客さんもいない。ということは。

　……えっと。もしかしてずっと二人きり……？

　たまたま空いているときに泊まりにきただけだ。彼は昔の友人で、意識するほうがおかしい。現に海里は平然としている。

　それでも遙は平常心でいられなかった。

　初恋の相手と四日間も二人きり。そのことは、遙をひどく落ち着かない気持ちにさせた。





◇






「はー、最高に幸せだー……」

　スパークリングワインをひと口飲んだ遙は、満たされた気分で大きく伸びをした。

　広々としたテラスにはラタン調のガーデンソファがいくつか置かれており、海を眺めながらくつろぐことができる。

　海にせり出すような高台にはこのペンションが一軒建っているだけだ。目の前の青い海をひとり占めしているような、贅沢なロケーション。

　……想像以上に快適だな、海里のペンション。

　ソファで行儀悪く伸びきったまま、背後の建物を見上げる。二年前に改築したという建物は、昔の印象とずいぶん変わっていた。

　平屋でゆったりと建てられた建物はオレンジ色の瓦屋根と白い漆喰壁で、南仏の家々を思わせる明るい色合いだ。屋根の上には黒猫と海鳥のオブジェ。その隣でこちらをのぞき込んでいる本物の海鳥と目が合って、思わず笑みが漏れる。

　コテージタイプの宿泊棟は各部屋に露天風呂がついている贅沢仕様だし、書庫やダイニングなどのパブリックスペースも広い。海里一人でこのペンションを維持するのは大変だと思うが、館内はどこも清潔感があった。広いヨーロピアンガーデンも手入れが行き届き、花やハーブで溢れている。

　きっととても大切にここを守っているのだろう。オーナーとして奮闘する友人の頑張りに、遙は本当に感心した。

「すごく素敵になったよね。海外のリゾートホテルみたいでおしゃれ」

「結構思い切っていろいろ手を入れたからね。昔はちょっとしくじったバリのリゾートって感じだったよな」

「しくじったバリ」

　館内を案内してもらいながら、海里の言葉に思わず笑った。申し訳ないけれど的確な表現だ。

　たしかに昔はもっとごちゃごちゃしていた覚えがある。アジアンテイストの家具や雑貨が雑然と置かれていて、子供心には楽しかったがおしゃれ感は全然なかった。

　海里も「親父の趣味だな、あれは」と苦笑する。

「釣り客のおっさんたちは気に入ってたらしいけどね。今は上品すぎるって常連さんからぶつぶつ文句言われる」

「私は今のほうが好き。すっごく落ち着く」

「それならよかった、ゆっくりしてて。行きたいところがあれば車も出すから」

　そう言ってもらったが、今日は結局ずっとペンションでのんびりしていた。心身ともに疲れているし、居心地のいい宿で引きこもっているのも悪くない。綺麗な海を眺めて読書をしているだけでも、ずいぶん気分転換になった。

　海里は忙しそうに働いていたけれど、時々テラスに顔を出して世話を焼いてくれた。ブランケットを貸してくれたり足元のストーブを調整してくれたり、「サービス」とワインを注いでくれたり。こんな素敵なペンションが貸切で、しかも至れり尽くせりのイケメンオーナーまでついている。何とも贅沢な休暇だ。

　おおらかな友人がつかず離れずの距離にいてくれるのは、正直うれしかった。一人になりたいと思っていたけれど、実際一人になってみると結構さびしいものだと分かったから。

「遙、ちょっと早いけど夕食にするか？」

「え、もうそんな時間？」

　テラスの入口から声をかけられてハッとした。言われてみれば、日差しがやわらかなオレンジ色に変わりつつある。もう夕暮れ時だ。

「結局ずっとテラスにいたね。ここに夕食準備することもできるけどどうする？」

「いいの？　じゃあここで食べたい」

「遙の貸切だし、俺も一緒に食事していい？」

「うん、もちろん。私も手伝うよ」

　海に沈む夕日を眺めながら外で食事するなんて、それこそリゾート気分だ。わくわくしながら海里と一緒に厨房へ向かう。

　巨大な冷蔵庫には、すでに美しく盛りつけられた前菜がスタンバイしていた。島でとれる魚介類だけを使ったというブイヤベースもハーブを効かせた野菜のグリルも、どちらもいい香りで食欲をそそる。

　最初から全部テーブルに並べてゆっくり食べようということになり、海里が手際よく料理を仕上げていった。鶏肉のロティ、鯛のポワレ。どちらも皮目をパリッと香ばしく焼き上げられて、とてもおいしそうだ。

　彼は濃厚なソースをかけて彩りよく野菜を添え、慣れた手つきであっというまにメインを完成させた。その様子を見た遙は「なんか、完全に負けた気分」とため息をつく。

「あれ、料理苦手？　島に住んでるとき、魚の捌き方とか習っただろ」

「校長先生が教えてくれたよね。何ひとつ身についていないことを謝りたい」

「じゃあ料理上手な男と結婚すればいいんじゃないの、俺とか」

「やだよ、絶対こき使われる。掃除と草むしり要員でしょ」

「あと宿泊客の送迎と買い出しと経理な」

「馬車馬のように働かされる……！」

　海里は「いいじゃん、おいしいものいろいろ食べさせてあげるよ？」と言いながら、濃厚なガトーショコラをひとかけら遙の口に入れる。

　唇に彼の指が触れて動揺した。「どう？」と目を細めて聞いてくる、顔の近さにも。

　……時々、ちょっと距離が近くて心臓に悪い。海里は子供のころと同じ感覚なんだろうけど。

　今までほとんど思い出しもしなかったはずなのに、妙に彼を意識してしまう。初恋というものはそれほど影響力があるのだろうか。久しぶりに会って二人きりで過ごしているだけで、どうも胸が騒ぐのだ。

　遙は少しだけ落ち着かない気分で夕食のテーブルについた。

　それでもおいしい料理を一緒に囲めば、自然と緊張もほぐれたけれど。遙は海里と思い出話に花を咲かせながら、時間をかけて料理を堪能する。

「遙、よかったら明日一緒に釣りに行く？」

「え、遊んでていいの？　忙しそうなのに」

「いやいや、遊びじゃなくて食材調達だから。東京からのお客様に新鮮な刺身を食わせたいからな。そうだ、遙が魚捌いてみてもいいし」

「……食べるところなくなるよ。魚に顔向けできない。でも釣りは行きたいな、楽しみ」

　他愛ない話をしながら二人で海を眺め、穏やかな気持ちでグラスを傾けた。

　この島はどの時間帯も等しく美しいけれど、遙は夕暮れ時が一番好きだ。大きな夕日がゆっくりゆっくり水平線に引き寄せられていく。夕焼けの名残が空から消えると、入れ替わるように白々とした月が薄暮れの空に姿を見せた。

「なんか嘘みたいだな。遙がまたこの島にいるなんて」

「来ようと思えばいつでも来られたのにね。東京からなら、たいした距離じゃなかったのに」

「また来ればいいよ。……また会いたい」

　さらりと口にされた一言に、遙は黙った。

　食事を済ませた海里は、手際よく食器を片付け始める。自分も手伝おうと思いながらも、遙は身動きできなかった。

　……「また会いたい」。……会いたい？

　遙は赤くなった頬を隠すようにしながら、何でもないような顔で食器を運んでいく海里をこっそり見つめる。もしかしたら彼は酔っているのだろうか。テーブルに置かれたアンティークランプが照らす顔色は、どれだけ飲んでも全然変わらないように見えたけれど。

　……違う違う、深い意味はない。昔の同級生に久しぶりに会って、なつかしいというだけで。「会いたい」なんて気軽に言うイケメンこわい。

　海を眺めながらソワソワしていると、手早く片付けを終えたらしい海里が戻ってきた。彼は動揺している遙の様子には気付かないまま、グラスを弄びながら何か考えている。しばらく躊躇ったあとで、彼は再び口を開いた。

「聞いていいのか分からないけど……何かあった？」

「え？」

「ずっと島に来ることなかったのに、急にふらっと来たから。元気ないし」

「……そう？」

　何か顔に出ていただろうか。傷心旅行だなんて気を使わせるだろうから、口にも態度にも出しているつもりはなかったのに。

「もちろんいつ来ても大歓迎だけどさ。何かあってもなくても、いつでも帰って来ればいいけど。遙だって大事なこの島の子なんだから」

「……」

　静かに紡がれた言葉に胸が詰まった。きちんと居場所があるのだと言われたようで。

　父親の仕事の関係で、遙は子供のころから引っ越しの多い生活だった。あちこちの街を転々としたし、どこにもたいした思い入れはない。故郷はどこかと聞かれてもピンとこないのが常だ。

　でもこの島で暮らしているときは本当に楽しかった。数少ない子供たちをみんなで大切に見守る島で、遙もとてもかわいがってもらった。

　恋人に手酷く裏切られて東京から逃げ出したいと思ったとき、一番に思い浮かんだのはこの島のことだった。かつて自分をあたたかく迎えてくれた小さな島と、そこに住む人たち。

　何だか泣きたいような気持ちで、今ここにいることを噛みしめる。

　冷たいけれど気持ちのいい潮風。ぼんやりした春宵の空と、どこからか漂う花の香り。そして昔好きだった人が、穏やかにこちらを見つめている。

　彼は変わらない。一人ぼっちで心細い思いをしていた遙に、明るく手を差し伸べてくれたやさしい人。……つい魔が差して、弱音を吐きたくなってしまった。

「……ちょっと、疲れちゃって」

「うん」

「付き合ってる人がいたの、同じ会社に。そろそろ結婚しようって言われてそのつもりでいたんだけど……でもその人、他の子とも付き合ってて。子供ができたんだって」

「……二股かけてたってこと？」

「同じ会社の後輩とね。気付かなかった私もどうかと思うけど」

　形のいい眉をしかめた海里に、遙は苦笑した。本当に全然気付かなかった。何か月も前から、浮気は本気になっていたのに。

　できればあまり公にはしたくない。付き合い始めたときに遙はそう言ったのに、「コソコソしたくないからきちんとオープンにしよう」と主張したのは元彼の市いち橋はしだ。おかげで社内のすみずみまで知れ渡っている社内恋愛だった。

　結婚秒読みと言われていた遙と別れて、他の女性社員と結婚する。しかも相手はすでに妊娠している。

　さほど大きくもない会社で、気がつけばその話もすみずみまで広がっていた。市橋も針の筵でさぞかし大変だろう。どう考えても自業自得だけれど。

「でも、私も悪かったんだよね。私は彼より仕事優先だったし……そんな彼女よりも、素直に自分のこと慕ってくれる子のほうがかわいいじゃない、やっぱり」

　思えば数ヶ月前に遙が主任職になったときから、市橋との関係はどこかぎこちなかった。

　年上の元彼より早い昇進。彼はあからさまにおもしろくない顔をしたし、遙も気まずかった。会社では普通に接していたが、実のところは結構ギスギスしていたのだ。

　そんなときにいつも一緒に仕事をしている後輩にかわいく迫られたら、そりゃあグラリとするだろう。

「その男に未練はないの？　やり直したいとかは……ないか」

「嫌な別れ方だったからね、さすがに未練もないけど。それより周りの社員に気まずい思いをさせてるのが申し訳ないかなー……」

　海里が遙の頭をぐしゃぐしゃと乱暴に撫でてきた。無言で励まそうとする不器用な手。

　でも微かな苛立ちを隠しきれていない。彼は「そんな男が遙と……くっそ、腹立つな」と悔しそうに言いながら、一気にグラスを空ける。

　海里は変わらないなと、またなつかしい気持ちになった。こうやって誰かが悲しい思いをすると、一緒になって泣いたり怒ったりするところも、子供のころと全然変わらない。

「そいつも馬鹿だなー、こんなにかわいい子と別れるなんて」

「気を使わせてすみません」

「いや、本当に。遙は俺にとって特別なんだよね。初恋の女の子だから」

　何気なく言われて、遙は目を瞬かせた。

　とても衝撃的なことを言われた気がする。元彼に感じていた静かな憤りも一気に色褪せたくらいに。その言葉の意味が飲み込めず、しばらく呆然としていた。

　……え、初恋？　誰が、誰に？

「あのころは言えなかったけど。好きだったんだよ、遙のこと」

　海里はなつかしそうな表情をしながら、今度はやさしく遙の頭を撫でた。

「だから遙には絶対幸せになってほしい。おかしな男に引っかかったなんて聞かされると、すっごいざわざわする」

「……すみません」

「今後は気をつけてください、本当に」

　冗談めかして言ったあと、遙の頭を撫でていた手が離れていく。まだドキドキしたままで、その手をぼんやりと見送った。

　……海里が。海里も、私を。

　全然気付かなかった。彼はそんなそぶり、少しも見せなかったから。

　でもたった一人の同級生と気まずくならないようにと、一生懸命恋心を隠していたのかもしれない。遙もそうだったから、その気持ちは分かるような気がした。

　お互い必死で好意を隠していただけで、本当は両思いだったなんて。幼かった恋がかわいくて健気で、思わず笑ってしまう。

　好きだったと言われて、自分も好きだったことを思い出して、胸がいっぱいになった。今なら気持ちを伝えられるような気がして、遙も口を開く。

「あのね、私も海里のこと好きだったよ」

「……え」

　今度は海里が目を丸くした。本当に驚いている表情。どうやらこちらの気持ちも上手に隠せていたらしい。

「私も言えないままだったけど。実は両思いだったんだね、あのころ」

「……うわ、ちょっと待って。すっごい後悔してる、今」

　海里が頭を抱えた。十年以上も前の話なのに、彼はとても悔しそうだ。

「なんだよー、言えばよかった。離れるとき、もしお互い好きだって知ってたら付き合ってた？」

「いや、無理だったと思う」

「冷たい。即答かよ」

「分かってるでしょ、無理だったって」

　恨みがましく見つめられて苦笑する。

　父親の転勤で島を離れることになったあのとき。もしお互いの気持ちを知っていたとしても、その先はなかったはずだ。またいつでも会えると単純に考えられるほど子供ではなかったし、自由に会いに来られるほど大人でもなかった。

　今だから気持ちを伝えられたのだ。大人になって、時効になった今だから。

　自分にもきちんとそう言い聞かせる。海里の複雑な表情に、こちらまで胸が騒ぐけれど。

「遙、最後に会った日のこと覚えてる？」

「いま思い出した」

　ずっと忘れていたのに、彼を見ていたら不意に思い出した。自分がこの島を去った日のこと。

　あの日もとてもいい天気だった。島の人たちがたくさん見送りに来てくれて、学校の子たちもみんないて。海里は少し離れたところで怒ったように口を引き結んでいた。遙は泣いてばかりで一度も話せないまま船に乗り込んで……振り向いたら、彼は今と同じ泣きそうな顔をしていた。それが最後だった。

　悲しい別れの場面に、まるで昨日のことのように胸が痛む。

　……もしあのとき気持ちを打ち明けていたら……そしたら？

　テーブルの上に置いていた手に彼の手が重なって我に返った。熱のこもった眼差しが向けられて、どうしても目が逸らせない。

「俺さ、好きだって言わなかったことも最後に話せなかったことも、ずっと後悔してたよ」

「……うん」

「あのころからやり直せたらいいのに。俺が彼氏だったら、遙のこと絶対大事に大事にするのに」

「……」

　彼の声は真剣そのもので、うまくあしらうことはできなかった。誠実さがにじみ出ているその言葉に、弱った心がぐらぐらする。

　でも流されてはいけない。お互い今でも忘れられなかったとか、そういう話ではないのだから。

　それぞれの場所で一生懸命生きて、年相応に新しい恋もしてここまできた。もう十年以上も経っているし、それは自然なことだ。そしてまた、この四日間が終われば遙は東京に戻る。いま自分がいるべき場所へ。

　それなのに。

「遙……」

　気が付けば、海里の腕に閉じ込められていた。

　このままでは駄目だと思うのに逃げられない。むしろあたたかい腕に抱きしめられて、あのころの何かが救われたような気持ちになる。海里と離れて泣いてばかりいた自分も、行き場をなくしてそのまま溶けて消えた淡い恋心も。

「元彼のことまだ好き？」

「それはない。……ない、けど」

「新しい恋をしてみるつもりは？」

「……」

　遙は何も言えないまま、そっと海里の胸を押し戻そうとする。でも彼の腕は全然緩まなかった。

　久しぶりに会って酒も飲んでいて、実はあのころ両思いだったと知って。たぶん、急に距離が近付きすぎて混乱しているだけだ。必要以上に感傷的になっているだけ。

　それなのに海里は、真剣な声音で食い下がってくる。

「じゃあとりあえずお試しで付き合ってみるっていうのは？」

「……無理だと思う」

「無理無理言うな。あのころは無理だったかもしれないけど、今はお互い大人なんだからどうにでもなるだろ。お試しで付き合ってるうちに、また俺のこと好きになるかもしれないし」

「すごい自信。イケメンこわい」

「おい。俺、本気なんだけど」

　本気で言っているならなおさらどうかと思う。遙はたった四日間しかここにいられないのに。でも冗談にして受け流そうとするより早く、強く抱きすくめられる。

　抵抗はしなかった。――いや、できなかった。彼の腕が、震えていることに気付いたから。

「昔みたいに会えなくなるほうが無理。東京に戻ったらもうこの島のことなんて忘れるんだろ。今だけでもいいから……もう一度俺のこと見てよ、遙」

　その苦しそうな声に、昔の海里の姿を思い出した。最後に会った日、今にも涙をこぼしそうな表情でこちらを見ていた中学生の彼。そして、島のことを思い出しては泣いていた自分のことも。

　その姿が脳裏に浮かぶと胸が苦しい。大丈夫だよと、大人になったらまた会えるよと、幼かった彼らを抱きしめてあげたくなる。

　……傷心旅行に来た先で、こんなふうに流されるのもどうかと思うけど。

　まだ好きだったわけではない。また好きになったわけでもない。それなのに切実な声に心動かされてしまう。

　綺麗な瞳が揺らめいてゆっくり近付いてきたのを、拒むことはできなかった。

「……悲しむひと、いない？」

　気になったのはそのことだけだ。もう裏切られたくないし、ましてや裏切りに荷担する側には絶対になりたくない。迷いなく「いないよ」と言われて、安心して目を閉じる。

　今この口づけを受け入れたら、このあとどうなるのかはもちろん分かっていた。それでも長い時間を経て初恋が実ったような奇妙な感慨でいっぱいで、考えるべきいろいろなことはすでに霧散していた。






二　重なる熱








　海里に手を取られて部屋に戻る。無言のままの彼と、しっかり繋がれた熱い手の感触に少し緊張しながら。

　軽々と抱き上げられたとき、ベッドの前にバスルームを使いたいなと思った。東京からの移動で汗をかいているし、潮風もたっぷり浴びている。さっと汗を流して、崩れたメイクも何とかしないと落ち着かない。

　でも海里は、シャワーなんて使わせてくれるつもりは全然ないみたいだった。明かりをつけなくてもベッドの位置は当然把握されていて、まっすぐにそこへ向かう。

「……っ、海里。シャワー……」

「駄目、このまま抱きたい。俺が遙のことどれだけほしいと思ってるか、ちゃんと分かってる……？」

　彼は性急に遙を組み敷いてくる。切羽詰まったその声にきゅんとした。

　こんなにも美しい男が、かつて手に入らなかった相手が、自分を求めて欲情している。滴るような雄の色気を湛えた眼差しで、「早く食べたい」と言わんばかりの飢餓感を剥き出しにして。

　恋人の裏切りに女としての自信をすっかりなくしている遙にとっては、その表情だけでも女心がくすぐられるには充分だった。

　それでも、久しぶりの行為に少し不安になる。元彼に浮気されたのは、自分が男女の機微に疎かったせいだという自覚はあるから。

「海里……がっかり、しない？」

「ん？」

「私、あんまりこういうこと上手じゃないかも」

　遙は緊張してぎゅっとシーツを握る。海里には……初恋の男の子には、失望されたくなかった。浮気が発覚したときに「お前とセックスしてもつまんないし。仕方ないじゃん」と開き直った元彼の声は、今でも遙を生々しく傷つける。

　海里はそんな遙の様子をじっと見つめたあとで、額に小さなキスを落としてくれた。

「何があったか分からないけど……俺は遙を傷つけるようなことは絶対しないし言わないよ。大事にするって言っただろ」

「……うん」

「初めて好きになった女の子が遙でよかったって、ずっと思ってたよ。会えなくなって一旦気持ちに区切りがついてからも、どこかで幸せに生きていてほしいって本当に大切に思ってたし。この手で遙を抱けるなんて、夢みたいだよ」

　美しく微笑む彼が、シーツを握りしめていた遙の手をやさしくほどく。そのまま手の甲に口づけられた。うれしそうに大切そうに触れてくれる、彼の唇。

　自分にはそんなたいそうな価値はないと、遙は怖気づく。それでも宝物のように口づけるその仕草を見ていると、自分もそう捨てたものではないのかもと思えてくるから不思議なものだ。

「遙のこと、たくさんかわいがってもいいかな。つまらない男のことなんて、さっさと上書きして忘れさせたい」

　もう一度額に口づけられる。でも今度は、ほんのりと淡い官能の香りを含んだキスだった。遙をこわがらせない程度に、彼の欲情を感じさせるキス。

　求められることがうれしいと思った。もっともっとやさしくされたいと願ってしまう。穏やかな笑みを浮かべている、かつて大好きだったこの人に。

「遙……」

　海里の顔が近付いてくる。テラスで波音を聞きながら一度交わした、触れるだけのキス。今度は何度も角度を変えて、繰り返し重ねられた。

　形のいい薄い唇は、想像よりずっとやわらかくて熱い。じっくり蕩けさせるような口づけに、身体の力が抜けていく。

　……キス、してる。海里と。

　もう記憶にはないけれど、昔まだ幼い恋心を抱いていたころも、こんなふうに彼とキスをすることに憧れていたのだろうか。やさしく抱きしめられて、唇を重ねてみたいと。

　でもこれはたぶん、そのころ想像したキスとは全然違う。

　この先の行為を知っている身体は、吐息混じりに唇を合わせるだけで熱を持った。隙間なく重ねられる口づけに、お腹の奥がたまらなく疼く。

　何度も繰り返す口づけは、あまり経験がなかった。かつての恋人はキスなんてするかしないかくらいで、さっさと服を脱がせてきたから。

　……キスするの、気持ちいい……。

　やわらかな唇をただ合わせているだけで、うっとりした気分にさせられて思考がぼやけていく。男の人はキスなんて好きではないのだと思い込んでいたのに、海里は遙の緊張を宥めるようにあたたかな口づけを何度でも贈ってくれる。

　遙の唇を吸って、微かな音を立ててはまた重なる唇。キスがこんなにも満たされる行為だったなんて、知らなかった。そして、こんなにも気持ちがいい行為だということも。少しだけ乱れた彼の呼吸に、遙もつられて昂っていく。

　やがて海里は、ねだるように遙の唇を舐めてきた。ここまで充分に高められていた遙は、従順にその舌を招き入れる。

「……っ、んっ……」

　やわらかで肉厚な舌は、さっき飲んでいた芳醇な酒の味がする。舌先から喉奥まで丹念に舐められ、ぬるぬると舌が絡められて甘い声が漏れた。

　恋人がいたとはいえ微妙な関係だったから、しばらくこういうキスとは縁がなかった。こんなに気持ちいいものだっただろうか。与えられる熱だけでは足りなくて、自分でもそっと彼の舌を追ってしまう。

「は、かわい……キスするの好き？」

「ん……すき」

「……うわ、破壊力すごいな。ちょっと手加減して」

　海里は苦しそうに息をついたあとで、遙の口内をゆっくり探ってくる。彼はすぐに弱いところに気付いたらしい。舌裏のやわらかい部分に侵入してはぐちゅぐちゅと音を立てられ、遙の息が上がる。

　唾液がこぼれそうで思わず引っ込めた舌が、彼に絡め取られて引きずり出された。意外と強引な舌づかいに面食らいながらも、その手荒さにひそかに興奮してしまう。

「ふ……、あっ……」

「遙、もっと舌出してよ」

「んんっ……」

　素直に差し出せばねっとりと舐め回され、やさしく吸われる。ただ舌を愛撫されているだけなのに、全身愛され尽くしたあとのように身体に力が入らない。

　……こんなキスをしているなんて。あの海里と、こんな。

　子供のころの海里は、朗らかで元気な男の子だった。島の青空と強い陽光が似合う、よく晴れた日の海のような。

　その彼が、今は月明かりだけの薄暗いベッドで遙の舌を貪っている。うっそりと欲情に目を細め、いやらしく唾液を啜りながら。

　想像もしなかった海里の淫靡な表情は遙を戸惑わせ、同時にじんわりと愛しい気持ちを起こさせた。

　……あのころはただ不器用に気持ちを隠すことしかできない二人だったのに、今はこんなふうに熱も欲も分け合っている。十年以上も経ってから、やっと。

　重なる唇も舌もどこまでも甘い。骨まで溶かされるような酩酊感。やっと唇が解放されたときには、熱のこもったキスにすっかりのぼせていた。

「身体目当てって思われるのは嫌なんだけど。でもごめん、止まらない。……嫌じゃない？」

　叱られた犬のように眉を下げてそう言われ、ちょっと笑ってしまう。

　遙も同じだ。酒の勢いで簡単に身を任せる女だとは思われたくないし、実際今までそういう軽率なことは経験がない。ましてや、恋人と嫌な別れ方をしたばかりなのに。

　それでも海里とこうしていることには、もう躊躇いはなかった。

「嫌じゃないよ。……私もやめたくない」

　海里の首に腕を回して抱き寄せる。額と額がやさしくくっついた。

　……もっのすごくチョロい女になったと思われているかもしれないけど。いや、本当に自分でもチョロいと思うけど。

　それでも触れたいし、触れられたいと自然に思えた。肌が重なるところからじわりと広がる熱が心地いい。初恋の人と触れ合っていると思うと、遠い昔の喪失感が満たされるような気持ちになる。

　海里がもう一度、遙の唇で口づけの音を立てた。

「遙のこと、ちゃんといっぱい気持ちよくするから。今日は準備がないから最後まではしないけど」

「準備？」

「この島にコンビニなんて存在しない」

「……ああ、うん。そうでした」

　察した途端に頬が熱くなった。避妊具。たしかに小さな離島では、都市部のように「ちょっとコンビニに買いにいってくる」というわけにはいかない。

　でもむしろ、その準備がないということに少しホッとした。もしここで開封済みの避妊具の箱なんて出てきたら、きっといろいろ想像してしまっただろう。

　海里は「こんなことになると思ってなかったし」と少しだけ残念そうに苦笑した。

「遙のこと全部ほしいけど……今日は我慢する」

　耳元で囁く声が甘い。散々口づけてしっとりとやわらかくなった彼の唇が、遙の耳朶に触れた。そのまま耳朶をしゃぶられ、くちくちと音を立てられる。

「あ、んんっ……」

「耳舐められるの好きだね。髪もいい匂い……今日会ったときからずっと触りたいと思ってた」

「ふ、あっ、そこでしゃべらないで……っ」

　弱いところへ施される愛撫に悶えているうちに、着ているものをするすると器用に脱がされる。

　白い肌が露わにされるまではあっというまだった。ほんのわずかに入り込む月明かりに、下着だけを身につけた身体がぼんやりと浮かび上がる。

　……まさか、海里にこんな姿を見せることになるなんて。

　遙は居心地の悪い気分で身じろぎした。熱を帯びた彼の視線が痛い。

「……そんなに見ないで」

「いや、見るだろ。綺麗な肌だな、昔はあんなに日焼けしてたのに」

「っん、ふ、くすぐったい」

　少しかさついている指先が、繊細なレースの縁を意味深になぞった。下着越しに豊かな胸の膨らみがゆっくり撫でられる。

「あ……、や、海里……っ」

「大丈夫、少しずつ触るよ」

　子供のころから知っている相手に身体をまさぐられているのは、何だか変な気分だった。緊張している遙を労わるように、彼の手はゆっくりと動く。でもその手つきは思った以上に官能的だ。

　強い刺激を与えるわけでもなく、ただじっくりあたためるように撫で回す手。それなのに自分の身体はいつになく高まっている。海里はまだ息ひとつ乱していないのに、早くも余裕をなくしているのが恥ずかしかった。

「は……っ、あ、んっ……」

「結構敏感なんだな。ちょっと触ってるだけなのに」

「……そうだけどっ、ん、んんっ……！」

　海里は目を細めて、きめ細かい柔肌を慈しむように首筋や鎖骨にも手を這わせていく。

　男性らしい大きな手の、乾いた感触。それが昔好きだった人の手だと思うだけで、遙の心も身体も熱を上げた。まるで今でも彼に恋しているみたいに。

　海里も愛おしそうにこちらを見ていると思うのは、ただの勘違いだろうか。

　でも女として求められているのは間違いない。その眼差しには今まで見たことのない彼の劣情が溢れていて、遙の身体はこの先の快感を期待して勝手に潤っていく。

　彼は遙と目を合わせたまま、双丘の谷間にちゅうっと口づけた。胸元や首筋に何度も落ちてくるキス。時々ぺろりと舐められ、鎖骨にそっと歯が立てられる。

　食べられそうだ、と思った。熱を持った唇と舌で、食べごろになるまで少しずつ溶かされているようだ、と。

　彼に口づけられるのは気持ちいい。遙はうっとりと目を閉じて、自分に欲情した男の熱を享受した。

「なんか興奮しすぎておかしくなりそう。遙のことじっくり味わいたいのに」

「あ、あ……っ、んぅっ……」

「あちこち弱いね。いじめたくなる」

「そんなっ、あ、んんんっ！」

　また遙の耳に口づけてから、彼の舌がぐちゅりと音を立てて耳孔に入り込んだ。

　首を振って逃れようとしても、海里は遙の頭をしっかり押さえつけて耳全体を嬲ってくる。反対の耳は聞こえないよう押さえられて、じゅぶじゅぶと耳孔を探る音がやけに大きく響いた。

「ああッ、や、もうっ……海里……っ」

「耳だけでそんなに感じてて大丈夫？　これからもっといろんなことするけど」

　小さく笑いながら囁かれて、膝が震える。トロリと下着が濡れる感触がした。まだほんの少し触られて耳を責められただけなのに、自分でも困惑するほどショーツが濡れてしまっている。

　やけに感じてしまうのは、彼が巧みなのか。それとも旅先の開放感のせいか。

　元彼とのセックスは、なかなか濡れなくて嫌な顔をされることも少なくなかった。彼は遙を愛撫するより、自分に奉仕させるほうが好きだったから。めんどくさそうに「ローションとか使ってみる？」と言われて結構傷ついて、ケンカになったこともある。

　てっきり濡れにくい体質なのだと思っていたのに。あまりにも濡れないのも申し訳ないけれど、最初からここまで濡れてしまっているのもいたたまれない。

　もぞもぞと膝同士を擦り合わせていると、海里がまた少し笑う。

「あんまり緊張しないで、そうやって素直に感じてて。遙が我慢できなくなるまでじっくり焦らして気持ちよくするから」

　不穏なことを口にしてから、海里の唇が首筋を辿ってまた胸元に戻っていく。彼は胸に顔を押し付けるようにしてやわらかさを堪能しては、膨らみをちろちろと舐めてきた。

　下着はまだ外されない。感じやすいところも触られない。布越しに揉まれる刺激がもどかしかった。もっと直接触れてほしいと、すでに硬くなり始めた胸の先が愛撫をねだるように張り詰める。

「っ、おねがい……っ」

「へえ、おねだりかわいいね。もっとしてよ」

「んん……っ、や、海里っ……」

　海里はブラの上からゆっくり円を描くように胸の先を刺激した。興奮して尖った先端にぬるい快感が届く。でも触られるのを待ちわびているそこは、布越しの刺激では全然足りない。

「あ……っ、はっ、もうっ……」

「顔真っ赤。そんなに触ってほしいの？」

　頬を撫でてくる笑みはちょっと意地悪だ。そのくせ海里は、もっと感じろとばかりに内腿のきわどいところに手を伸ばす。膝裏から内腿までを何度も撫で上げられ、腰の奥がぞくぞくした。

　胸の膨らみや内腿をゆっくり撫でる手。強い快感は与えないまま、とろ火で炙るように。

　……おかしくなりそう。触ってほしいのに触ってもらえなくて。

　遙は涙目になって腰を揺らす。

「や、あっ、んん……っ！　おねがい、だから……っ」

「あーもう、そんなにかわいい顔して……じゃあいっぱい触ってあげるから、自分で下着とって」

「……えっ」

　海里に抱き起こされて、彼の身体を跨ぐように膝立ちにさせられた。遙の胸がちょうど彼の目の前にきてしまう状態。頬へのキスはやさしかったが、言っていることは全然やさしくない。

　……こんな体勢で、自分で下着を外すなんて。爽やかな笑顔で期待を込めて見上げられても困る。

「む、無理」

「ふーん、また無理って言うんだ。じゃあずっとこのままだね」

　ブラをつけたままの胸が、彼の手で軽く揺らされる。遙は唇を噛んだ。

「いじわる……っ」

「俺も自分で脱ぐから。それならいい？」

「……うん」

　よくはない、ような気がする。何かうまく丸め込まれているような。でも焦らされてばかりの身体がさっきから疼いて、うまく頭が働かない。

　海里は何の躊躇いもなく、遙の目の前で着ているものを脱ぎ捨てていった。

　彼が身動きするたび、男性らしい爽やかな香りが届く。清潔な肌がほんのり汗ばんだ香りと、フレグランスのラストノート。ただでさえ働いていない頭が、女をたぶらかすような男の香りにくらくらした。

　どんどん露わになっていく彼の身体を「顔だけじゃなくて身体も綺麗なんだな」と思いながらぼんやり見つめる。

　昔の彼はどちらかというと小柄だったはずだ。中学生になってからも、遙と海里の身長はほとんど変わらなかった覚えがある。それなのに、今はすっかり大人の男性らしいしなやかな身体つきになっていた。

　しっかりとした肩や腕、無駄のない引き締まった身体のライン。筋肉質な長い足と、綺麗に割れた腹筋。少し細身ではあるけれど、均整のとれた美しい身体だった。

　もっともその身体の中心で存在を主張している男性の象徴は、それなりにグロテスクだけれど。筋をくっきりと浮き立たせた赤黒いそれは、太く硬く張り詰めて反り返っている。

　海里が一度扱くと、先端からトロリと雫が滴った。ずっと余裕があるように見えていたが、彼もかなり興奮していたらしい。逞しい昂ぶりは、すでに淫猥な蜜でぬらぬらと濡れていた。

「そんなに見られると恥ずかしいな」

「っ、ごめん」

　元彼からは毎回手や口での奉仕を求められていたから、男性のその部分は見慣れているつもりだった。

　でも、海里のものはこちらがちょっと怯むような大きさだ。ついまじまじと見てしまって、照れくさそうな彼の声に慌てて目を逸らす。

「遙も早く脱いでよ」

「う……そうでした」

「ちゃんと自分から裸になって、俺に差し出して。ぐちゃぐちゃにしてって」

「そんな……」

　ゆるく腰を抱かれて、トロリと欲情しきった笑みで見上げられる。さっきまで触れなかった彼の素肌があちこちに触れて、今さらながらこの状況にドキドキした。

　……海里に差し出す。自分の手で、自分を。

　とっくに熟れている身体は、彼との行為への不安よりも、与えられる快感への期待で震えてしまう。

　遙はうまく動かない指をぎこちなく自分の背中に回した。普段は難なく外れる背中のホックが、なかなか外れてくれない。自分の荒い息遣いがやけに大きく響いて、いっそう緊張する。

　やっとのことで下着を外し、豊かな膨らみがたゆんとこぼれ出た。視姦するような彼の強い視線が、肌に刺さってちくちくする。

「……あんまり見ないでってば」

「遙だって俺の身体じっくり見たくせに。……かわいい乳首。すっごい硬くなってる」

「あ……ッ！」

　そっと指先でつつかれただけで強い快感が走る。

　痛いほどに尖ったそこを宥めるように、指の腹ですりすりとさすられた。下腹部に直接響くような甘い刺激。何とか快感を逃がそうと、遙はぎゅっと背中をしならせる。

「んっ、あ、あっ……！」

「ほら、喘いでないで下も脱いでよ」

「……ふっ、あぁ……ッ、じゃあ触るのやめてっ……」

「触ってほしそうにしてたの、遙だろ」

　すでにショーツのクロッチ部分はぐっしょりと濡れている。それを海里の目の前で脱ぐのは恥ずかしい。彼に焦らされて焦らされて、そのことに興奮したように濡れそぼった下着。

　ずっと触られたかった胸の尖りを刺激され、さらに新しい蜜がとぷりとこぼれる。遙は羞恥に震えながら、そのショーツをおそるおそる下ろした。つうっと糸を引く微かな感触に、頬が熱くなる。

　……こんなに近くで見られてる。自分から下着をとって、裸になって。

　膝立ちして腰を抱かれたままなので、吐息さえかかるような距離だ。羞恥と興奮で、全身にじわりと汗がにじむ。いやらしく濡れた女の匂いが立ちのぼっているように思えて、気が気でない。

　小さく喉を鳴らす音がして、思わず海里の顔を見る。

　彼はさっきまでとは全然違う表情をしていた。もう我慢しないと言わんばかりの、目の前の獲物に飛びつこうとしている獰猛な眼差し。

　パチリと目が合う。あ、食べられる――そう思った瞬間、彼が喉元に噛みついてきた。痛くはない。でもそこから彼の欲情が流れ込んでくるような気がして、めちゃくちゃに感じてしまう。

「あ、ん……ッ！」

「あのかわいかった遙が下着を濡らして、乳首も硬くして……俺に抱かれたくてこんなふうになっちゃったの？」

　掠れた声で言いながら、彼は遙の胸の先をやさしく摘まんだ。急に与えられた強い快感に背を反らすと、海里の唇が胸元におりてくる。呼吸を乱した彼が、先端に荒々しくむしゃぶりついてきた。

「あ、あ……ッ、んんっ！」

「あー、いい匂い。全部食べたい」

「ん、ぅん……っ！　や、だめぇっ……」

　濡れた熱い舌がぴんと尖りをはじいて、そのままいやらしく舐め回される。ぬるぬると舌が這わされ、じゅうっと音を立てて吸われた。

　時々反応を確かめるように上目遣いで見てくる海里と視線が合う。逸らしたいのに、見せつけるように胸を愛撫してくる彼から目が離せない。

「ふ……あぁっ、あ、んッ！」

「すっごい感じてるじゃん。こっちも舐めてあげる」

「や、あ、ああ……っ！」

　左右の胸の尖りを交互に舐めしゃぶり、唾液をまぶすように指先で扱かれた。こりこりと硬くなった先端が、熟れた果実のように赤く染まっていく。

　あんなに焦らされたのが嘘のように、執拗に胸が愛撫された。舌のざらついたところでじっくり舐め上げられ、少し強めに先端を摘まんだり甘噛みしたりする。彼は遙の乱れる様子を見つめながら、指先で尖りをかりかり引っかいた。

「ちょっと強くされるの好きそうだね」

「分かんな……っ、あ、あっ、全部きもちいっ……」

　何をされても気持ちよくなってしまう。海里の指も舌も遙の身体にすんなり馴染んで、とことん快感を与えてくる。

　彼が左右の胸の先をきゅうっと摘まんだ。痛みを感じない程度の、でも遙を興奮させる力加減。なぜ分かるのだろう、海里は遙を焦らすのも感じさせるのも絶妙にうまい。

　いつもはなかなか火がつかない身体が、胸だけでぐずぐずにされてしまう。やさしくすり潰すような指の動きに、遙は必死で彼にしがみついて悶えた。

「ん……っ、は、ぁッ……！」

「遙の乳首、赤くなってるの分かる？　かわいく膨らんで……」

「んんッ……！」

　色づいた周辺ごと尖りを含まれ、ねっとりと舐め回される。気持ちいい。時折舌先でちろちろとくすぐられて、腰が揺れた。

　膝立ちで腰を抱かれたままになっていたが、もう膝に力が入らない。今にも座り込んでしまいそうになっていると、海里がやさしくベッドに横たえてくれた。

　のしかかってきた彼から、また何度もキスが落とされる。

「ん、キス……もっとして……」

「……っ。いいよ、いっぱいしよ」

　くちゅくちゅと音を立てて舌が絡まる。もう酒の味はしない。でも甘い。もっともっと、いくらでもほしくなる。

　唇を合わせながら、彼は遙の頭を抱えるようにしてやさしく撫で回した。まるで愛されているみたいだな、と頭の隅で思う。

　セックスの合間の、恋人同士がするようなキス。「俺が彼氏だったら、遙のこと絶対大事に大事にするのに」と言われたことを思い出す。

　その言葉をまるっきり本気にしたわけではない。でもやさしい恋人がしてくれるような甘いキスは、大切にされている気分になってついときめいてしまう。

「……っ、んんっ……」

　遙の舌に吸い付いたまま、彼の手が内腿を撫でる。

　心の準備を促すように何度か撫で回したあとで、長い指の先が花弁をまさぐった。蜜口を確かめるように撫で、滴るほどに濡れた秘裂がなぞり上げられていく。

「はぁ……ッ、あ、あっ」

　一番敏感な場所まで、もうすぐ。強い快感を期待して、微かに遙の腰が持ち上がる。唇をわずかに触れ合わせたまま、海里はふっと笑った。

「気持ちいい？　もっと気持ちいいとこ触られるの、待ってるの？」

「んんっ……」

　彼はなかなかそこに触れてくれない。苦しいほど膨らんだ花芽には触れないまま、指は濡れた襞のあいだをゆっくり行き来する。

「焦らさないで、触って……っ」

「素直になったね。俺に触られるの気持ちいい？」

「ん、気持ちいいっ……」

「そう。じゃあもっと気持ちよくなろっか」

　興奮してふっくらと顔を出していた花芽が、指先でそろりと撫でられた。ひどく敏感なその場所に触れる指の動きは繊細だ。彼は触れるか触れないかのゆるゆるとした指づかいで、やさしく蜜をまぶしていく。

　海里は遙のことをじっくり味わいたいと言っていた。いきなり強い刺激を与えて追い詰めるつもりはないのだろう。

　でもたくさん焦らされた身体には、そのやわらかな愛撫だけで充分だった。もうこちらには全然余裕がない。自分でも驚くような速度で、高みに押し上げられてしまう。

「あっ、海里……っ、もうだめっ……」

「え？　もうイきそう？」

「ん、ごめ……ッ、あ、ああっ」

「いいよ、いっぱい気持ちよくなって」

「ふ、やあッ、舐めちゃ……んんー！」

　海里がまた胸の先に吸い付いた。ぬるりと舐められるたび、秘裂がひくついてしまう。

　花芽に蜜を塗りこめながら、別の指が内襞に浅く入り込んできた。あちこち気持ちよくて、もう訳が分からなくなる。

　涙目で見下ろすと、海里はまだ余裕たっぷりという感じで目元に笑みを浮かべていた。　自分だけがこんなに乱されて、今にも達してしまいそうになっているのだ。そのことに羞恥が募って、遙はぎゅっと身体に力を入れて強い快感に抗おうとする。

　でもその様子を見た海里は意地悪く笑った。

「ふーん、我慢してるの？　それならもっと感じさせたくなるな」

　やさしかった指先が、急に強引になった。くりゅくりゅと花芽が弄られ、蜜洞に入り込んでいた指が奥までぐっと差し込まれる。達する寸前まで追い込まれている身体には、それは強烈な快感だった。

「やっ、ほんとうに……っ、も、海里っ……」

「どうして我慢するの？　遙の乱れきったところ、何度でも見たいんだけど」

「ん……っ、恥ずかしっ……」

「我慢できないんだろ、気持ちいいくせに。ほら、思いっきりイきなよ……っ」

「海里っ、や、あああぁ……ッ！」

　急激にこみあげた絶頂に、こらえきれず身を任せた。びくびくっと大きく身体が震え、海里にしがみつく。しっかりと抱きしめてくれる腕が頼もしい。強い快感を味わいながら、彼の頭に頬ずりした。

「は……っ、あ、ん……っ」

「気持ちよかった？　遙の中、すっごいヒクヒクしてる」

「やっ、ゆび……まだ動かさないで……！」

「駄目、触りたい。中もすごいな、濡れてて熱い……」

「ぅんっ、あ、あ……ッ！」

　達したあとの蠢きを楽しむように、彼の指が蜜路を出入りする。長い指にいいところを掠められ、淫らな蜜がぐちゅぐちゅと泡立つ音を聞かされて、高みからなかなかおりてこられない。

「あ、あッ、海里っ……またイっちゃうから……っ」

「いいよ、今度は中でイこっか」

「や、もう……っ、ん、んんー……！」

　彼の指の動きが、遙を絶頂に導こうとするものに変わった。さっき達したばかりの余韻から抜け出せないままの身体は、彼の淫らな誘惑に素直に応じる。

　男らしいごつごつした指が奥までずぶりと入ってきて、また深い絶頂に引きずり込まれた。敏感な花芽を触られるのも気持ちいいけれど、蜜壺の中を的確に擦られて与えられる快感は強烈だ。内襞が何度も収縮し、彼の指をぎゅうぎゅうと締め付ける。

　ちゅっと音を立ててキスをされた。目を細めた彼の表情は色っぽい。海里は切なそうなため息をついて、ゆっくり指を引き抜いた。

「遙……俺ももう我慢できないんだけど。一緒に気持ちよくなっていい……？」

　抱きしめられて何度も頷いた。さっきから自分ばかりが翻弄されている。海里のこともたくさん気持ちよくしたい。

　彼は何度かやさしいキスをくれたあとで、遙の足を開かせた。膝裏を掴んで少し足を持ち上げ、露わになった秘裂に自分の昂ぶりをひたりと押し当てる。

　ずっしりと重量感のある、海里の雄の部分。その逞しい熱の塊が、溢れる蜜を味わうように花弁に擦り付けられていく。

「っ、ん、海里、気持ちいいっ……」

「俺も……遙のここ、ぐちょぐちょ……」

　彼は掠れた声で言いながら、ゆっくり腰を動かした。海里の昂ぶりは花弁のあいだを行き来してはひどくいやらしい音を立てている。

　海里が耐えるように漏らす呻き声にも、苦しそうに眉根を寄せた表情にも、大人の男らしい色気があった。彼の熱に浮かされるように、遙もまた少しずつ高まってしまう。

「あー……駄目だ、すぐに出そう」

　海里が悩ましげなため息をついた。

　さっきまで余裕たっぷりだった彼が、欲を吐き出したくて呼吸を荒くしている。きちんと気持ちよくなってくれているらしい様子にホッとした。

　この美しい男を乱しているのが自分だと思うとぞくぞくする。もっと誘惑したい。自分がされたように、訳が分からなくなるほど気持ちよくしたい。

　遙は開いたままだった両足の内腿を引き寄せてぎゅっと合わせ、彼の熱杭を挟み込んだ。少し苦しい姿勢だけれど、こうしてしっかり締め付けたほうが海里は気持ちいいはずだと思ったから。

「っん……遙、そんなに締めると……っ」

　遙の思惑どおり、彼は熱っぽい吐息を漏らす。

　彼自身は内腿で締められなくても充分射精に辿り着けそうなほど昂ぶっていたのだが、遙はそんなことには気付かない。むしろまだ刺激が足りないかと、足のあいだでびくびくと震える切っ先にそろりと触れる。

「ちょっ、遙……！」

　慌てたように言いながら、海里が目の色を変えた。膝が胸につくほど身体を折り畳まれ、猛然と揺さぶられる。大きく膨らんだ雁首が敏感になっている花芽を何度も容赦なく抉ってきて、遙は大きな嬌声を上げた。

「あああっ！　あっ、やあッ！」

「遙の中に入りたいの、俺すっごい我慢してるから……そんなに誘惑されるとこのまま犯すよ……！」

「ん、ごめ……あ、あっ……！」

　脅すように言いながら、彼は重たく膨らんだ先端で蜜口を捏ね回す。

　決して中に挿れられないのは分かっている。彼はきっと、そこまで理性をなくしたりしない。

　それでも紙一重のところに雁首をひっかけられると、勝手に期待した身体が震える。空洞のままの蜜壺が、早くこの雄に貫かれたいと切なく収縮を繰り返した。

「は、んんっ、海里……っ、イっちゃう、からっ……」

「いいよ、何回でもイってよっ……！」

　濡れそぼった溝にみっちりと埋め込まれた昂ぶりが、また少し硬さを増した。遙のまろやかな太腿のあいだをぐちゅぐちゅと出入りする、硬く張り詰めた雄芯。

　二人分の淫らな蜜が混じって溶けてこぼれていく。くしゃくしゃになったシーツは、もう使いものにならないほど甘く汚れていた。

　荒々しく揺らされて、遙は何度も細かく達する。海里のことも快楽に引きずりこみたくて、もっと彼のことも乱したくて、誘うように腰を揺らした。濡れた秘裂をくちょくちょと押し付けられて、海里が切なそうに呻く。

「あー、出そう……ごめん、お腹に出していい？」

「ん、いいからっ……あっ、私ももう……っ」

　彼の感じた声を聞かされてたまらなくなった。再び大きな波に攫われて、頭の中が真っ白になる。

　海里も同時に達したらしい。勢いよく吐き出された彼の白濁が、遙のお腹から胸までを濡らしていく。

「ん……っ、はる、か……」

　びゅく、びゅくっと何度も震えながら、彼の切っ先が吐き出す欲望。

　男性が達した証を綺麗だと思ったことはない。むしろ味も匂いも苦手だった。でも唇を噛んでぎゅうっと目を閉じている海里は何だかかわいい。そんな彼が吐き出すものは、不思議と嫌ではなかった。

　お互いの呼吸が少し落ち着いたころ、遙は自分にかけられた生あたたかいそれを、指でそっと拭った。

「こら、汚い。……汚してごめん」

　彼はまだ荒い息を吐きながら、ヘッドボードのティッシュで手早く残滓を拭き取った。

　すぐに労わるように抱きしめられて安心する。遙も満たされた気分になって、広い背中を抱き返した。

　とんでもないことをしてしまったと頭の片隅では思っているけれど、もう身動きできないほど疲れている。何も考えられそうにない。海里が何か言っていたけれど、適当にうんうんと頷いてそのまま目を閉じた。

　海里の腕の中はとてもホッとする。あのころ抱きしめられたことなんて一度もないのに、「やっとここに帰ってきた」という安心感があった。

　こんなふうに穏やかに眠りにつくのは久しぶりで、遙はすぐに深い眠りの中に落ちていった。







三　再び恋をした日








　昨夜、海里とあんなことになってしまったのは、いろいろな原因があったと思う。気の迷い、勢いでつい、雰囲気に流されて。残念ながらイメージのよくない言葉ばかりが出てくるけれど。

　遙は先週二十八歳の誕生日を迎えたところで、当然すでに立派な大人だ。

　そんな大人の女としてはもちろん軽率すぎた。東京とこの島とで離れて暮らしていて、遙がここにいられるのは四日間だけ。もしまた海里を好きになってしまっても、この先がないのは分かっているのだから。

　それなのに、目覚めたときに目の前にあった綺麗な寝顔にきゅんとしてしまった。本当に大好きだった初恋の人ともう一度会ってやさしくされて、そのうえ肌も合わせてしまって……確実にまた海里に惹かれている。我ながら本当にチョロいなと思うけれど。

　とはいえ、遙は手痛い失恋をしたばかりだ。元彼との結婚がなくなったことで、両親にもとても心配をかけている。だから次の恋はくれぐれも慎重に、何の憂いもなく付き合える人と。そう思っていたはずなのに。

「はー。朝風呂気持ちいいな、遙」

「……そうですね」

「うちの温泉最高じゃない？　枯れないといいよなー、今のところざぶざぶ出てるし大丈夫だと思うけど」

「……そうですか」

　遙は湯船の中で膝を抱えて小さくなった。海里が背中にぴったりくっついていて、とても落ち着かない。

　……部屋付きの露天風呂にしては広いし、大人二人くらいゆったり入れますよね。なぜわざわざくっついて入る必要があるのか。解せぬ。

「あの、海里。昨日お試しって言ってたけど」

「うん。けど？」

「い、いきなりこういうことばっかりするのはどうなのかなー……」

　弱々しく言いながら、困った顔で後ろを振り向く。海里が濡れた髪を掻きあげながら首を傾げた。水も滴るいい男ぶりにくらくらする。

「こういうことって？」

「だから……その、一緒にお風呂とかだよ……！」

　言いながら頬が熱くなった。

　恋人とはあっさりとした付き合いばかりしていた遙は、今まで男性と一緒に風呂に入ったことなどない。それなのに海里は目が覚めるなり「一緒に入ろ」と言って、露天風呂にさっさと遙を連れ込んだのだ。

　たしかに朝の温泉は気持ちいい。露天風呂は木々に囲まれていて、新緑の香りと鳥の声が爽やかだ。

　でも甘やかすように後ろから抱え込まれるのには慣れていないし、腰のあたりにごりごりと硬いものが当たっているのも落ち着かない。お湯はぬるめだが、今にものぼせてしまいそうだった。

「今さらでしょ、そんなの。遙の身体は昨日すみずみまで見たし」

「……そういうこと言わなくていいよ」

「あんなに気持ちよさそうに俺にしがみついてたのに、今日は冷たいね」

「そういうことも言わなくていい」

　海里が遙のこめかみに口づけて、ちゅ、ちゅっと微かなキスの音を立てる。昨日まではたしかに友人だったはずの彼が、今朝はたいそう甘い。

　……まるで一緒に朝を迎えた恋人同士みたいだ。いや、あんなことしておいて何もなかったような顔をされたら、それはそれで複雑だけど。え、この関係ってなに……？　期間限定のセフレ的な……？

　だんだん混乱してきて、遙は黙って再び前を向いた。

　無色透明の温泉は少しトロリとしていて肌触りがいい。疲れきった身体がじんわりとほぐれて、芯まであたたまっていく。もっとも遙の身体はいまだに海里に抱き込まれたままで、温泉に入っていてもリラックスとはほど遠い状態だけれど。

　何も言わずにじっとしていると、彼が遙の顔をのぞき込んできた。

「明日の朝一緒に風呂入ろうって言ったら、ちゃんと頷いてただろ」

「……え」

　そう言われれば、何か言われて適当にうんうんと頷いてしまったかもしれない。遙は目を泳がせる。

「とりあえず付き合ってみるっていうのも頷いてたからな。撤回できないよ、今さら」

「……」

　……くれぐれも慎重にと思っていたはずなのに。いや、流されるままに抱き合っておいて、慎重にも何もあったものではないけれど。

　遙はそっとため息をついて、後ろを振り向く。海里は本当にうれしそうにニコニコしている。たしかに今さら撤回はできそうにない。

　いや、自分自身もまんざらではないから困るのだ。好きになって深みにはまっても先はない相手だと、何度も自分に言い聞かせているのに。

「そんなに難しく考える必要ないだろ。この旅行のあいだだけ、ひとまずお試しと思ってくれてもいいし」

　……それはつまり、期間限定のセフレとどう違うのだろう。

　そう思ったが、口に出すのは憚られた。海里が「あー、幸せ」と言いながら抱きしめてきて、その声には心からの実感がこもっているように思えたから。

　彼は機嫌よく遙の髪に口づけを落としてくる。その仕草はとてもやさしくて、そして大切に扱ってくれているのが伝わってきて、こっそりうれしくなってしまう。先がないと分かっていても、結局甘いキスから逃げられない。

「触られるの嫌じゃない？」

「……うん、嫌じゃない」

　昨夜あんなにいろいろしたのに今さらだと、思わず少し笑う。でもそう言われたことで自覚してしまった。「とりあえず付き合ってみる」という話も、こうして海里に触れられていることも、自分は全然嫌ではないのだ。

　彼にもそのことはすぐ伝わったようで、見つめ返してくる眼差しが急に熱を帯びた。

「遙、もっと触っていい……？」

「や、もう触って……っ、あ、あっ……」

　遙が返事をするより早く、大きな手は遙の胸の膨らみをとらえていた。ゆっくりと揉まれ、いやらしく形を変える自分の双丘を見せつけられる。

　温泉であたたまってやわらかくなった胸の先は、指先で少し捏ねられただけですぐに尖って存在を主張した。摘まんでやさしくすり潰されて、身体の奥がじわりと溶け始める。

「あ、ん、それっ、やめ……っ」

「もう感じてるんだ」

　艶めいた声で囁かれて頬が染まる。海里は胸の先を絶え間なくいじりながら、うなじにも吸いついてきた。肉厚な舌がゆっくりうなじを這い回り、遙はぞくぞくしながら背を反らす。

　さっきまで普通に話していたはずなのに、彼は一体どこでスイッチが入ったのか。

　でも遙にも昨夜の熱がまだくすぶっていて、少し焚きつけられるだけで簡単に火がついた。彼の手や舌が与えてくれる快感をすでに知っている身体は、ちょっとした愛撫にも従順に応える。

「ふ、あッ、海里……」

「遙、かわい……」

「も……のぼせちゃうから、上がろ……？」

「ああ、そっか。水分とろっか」

　近くにかけてあったバスタオルを手渡されてホッとした。このあたり一帯はペンションの敷地なので誰も入ってこないと聞いたけれど、さすがに露天風呂であられもない声をあげているのは抵抗がある。

　質のいいシャンプーでさっぱりと洗い上げた髪を拭き、身体にバスタオルを巻いた。

　そのまま部屋に戻るのかと思ったのに、露天風呂の一角にあるソファに連れていかれる。休み休みゆっくり温泉に入れるようにという配慮なのだろう、防水のソファは大人がゆったり横になれるくらい大きい。

「ごめん、喉乾いただろ。飲んで」

「ありがと、おいしそう」

　テーブルにはピッチャーとグラスが用意されていて、海里が飲み物を注いでくれた。ドライオレンジとベリー類がたっぷり入ったアイスティーだ。一口飲むと、ほのかな甘みと酸味の中にベルガモットが爽やかに香って、まだ眠い頭がすっきりする。

　長く風呂につかっていたのでずいぶん喉が乾いていて、冷たい飲み物がうれしい。遙はアイスティーをゆっくり飲み干し、グラスに残った苺やクランベリーを口に含んで冷たさを楽しむ。

「それうまそう。俺にもちょうだい」

「え……、ぅん……っ」

　気持ちいい風にあたってぼんやりしていたが、気がつけば劣情に濡れた瞳がすぐ近くにあった。そのまま静かにソファに押し倒される。

　唇が触れるとすぐに、彼の舌が入ってきた。そのまま舌を絡めて甘酸っぱい果汁を分け合う。淫靡な口づけに蕩けた果肉が、二人分の甘い唾液とともに遙の喉奥につうっと落ちていった。

　いやらしく給餌されたような気分になりながら、やわらかな果肉を飲み下す。お腹の中が熱くなったような気がして、遙の身体はたったそれだけのことでじわりと熱を上げた。

「物欲しそうな顔してる。もっと乱れさせたいな……」

「そんなこと……っ、ん、あッ……」

　身体を隠していたバスタオルが広げられ、彼の唇がまた押し当てられた。

　最初は唇に、そして頬や首筋に。ところどころちゅっと音を立てて軽く口づけながら、海里の唇はゆっくりお腹のほうに下がっていく。

「ふ、あぁ……っ、ん、んっ……」

「肌すべすべ。見えないところなら痕つけていい？」

「っ、ん、いいけど……ベッド行かないの……？」

「部屋まで我慢できない。ここで遙のことかわいがらせて」

　いくつかキスの痕跡を残してから、彼は遙の足をゆっくり広げていく。慌てて膝を閉じようとするけれど、大きな手で膝裏がつかまれていて閉じられない。海里の目の前でしっかり足を広げられて、遙は混乱した。

「やっ、うそ、こんな明るいところで……」

「昨日も見た、大丈夫」

「全然大丈夫じゃない！」

　たしかに昨日も見られたとは思う。でも昨日は途中から訳も分からないほどトロトロにされていたし、部屋も薄暗かった。

　今はまだ理性も失っていなくて、早朝とはいえあたりはすっかり明るくなっている。しかも屋根はあるものの、ウッドデッキの手すりの向こうは木々が茂っていて……だからここは屋外で。

　こんなところで足を広げられて、何もかも見られるなんて。どうにかして彼の手から逃れたいのに、すでに広げられてしまった足は全然動かせない。

「もっと見たい。綺麗だよ、遙」

「や……っ、だめ、海里っ！」

「こんなにぐちょぐちょにしてるくせに……あ、また溢れてきた」

「んん……ッ」

　ただ見られているだけだ。まだそこには指一本触れられていない。それなのに遙の蜜口は、その視線の熱ささえ勝手に快感に置き換えて、だらしなく蜜をこぼし続ける。

　なぜここまで海里のすることに従順に反応してしまうのか。今までは恋人の機嫌を損ねるほど淡泊な女だったのに、「あの海里にこんなことをされている」と思うだけで、自分でも信じられないほど高まってしまう。

　指先でつうっと秘裂をなぞられ、遙は腰を揺らした。

「ああッ！　んぅ……っ！」

「すっごい濡れてる。外だから興奮してる？」

「ちが……っ、あッ！」

「違わない。外で足開いて俺に見られて濡らしちゃったんだよね？　ここ、触ってほしそうにひくついてる」

　花弁にふーっと息を吹きかけられて、びくびくっと身体が震えた。

　昨日の快感を覚えている身体は素直で、海里の与えるわずかな刺激にも大袈裟なほど感じてしまう。またトロッと蜜がこぼれて、恥ずかしくて海里の顔が見られない。

　彼は遙が濡れていることを思い知らせるように、蜜口から尾てい骨まで何度も指で辿った。溢れた蜜は後ろの窄まりをつたって、下に敷いたバスタオルまで濡らしている。後孔に指先が触れるたび違和感と羞恥で逃げたくなるが、海里は遙を逃がすことも目を逸らすこともしてくれない。

「ほら、お尻までびしょびしょ。せっかく綺麗に洗ったのに」

「や、あっ、ゆび……っ、ふ、あぁっ……！」

「どれくらい濡れてるか、ちゃんと聞こえる？　いやらしいな、外でこんなに濡らして」

　意地悪く囁きながら、海里は指先だけを蜜口に埋めた。蜜を泡立て、淫らに濡れた音を聞かせるためだけの動き。

　すぐそこは木立が葉擦れの音を立てている爽やかな森なのに、自分はじっとりと汗をかいてぐじゅぐじゅと粘ついた音を立てながら快楽に溺れている。その姿を彼に見られていることも、朝からそんなに濡らしてしまっていることも、目眩がするほど恥ずかしい。

「指挿れられるの好き？」

「んっ……す、き……っ」

「昨日あんまり指でしてあげなかったね。今日は指で奥までいっぱい犯してあげよっか。こうやって、ちょっとずつ」

「……っ、ん！」

　ほんの先端だけ挿れられていた指が、さらに少しずつぬるりと入ってきた。でもまだほんの入口のところがちゅぷちゅぷといじられているだけだ。

　……早く奥まで、いっぱいほしいのに。

　してほしいとは口に出せず、遙は唇を噛む。

　でもはしたなく蜜を溢れさせる濡れ花は、欲求に正直だった。中途半端にしか埋められていない指をもっと奥に飲み込もうとするように、蜜襞はひくひくと懸命に震えて雄の愛撫を誘っている。

「あー、かわいい。そんなにほしいんだ……大丈夫、ちゃんとあげるよ」

「ん、ぅ……！」

　蜜襞の健気な誘惑に応じるように、彼の指がぐっと奥まで入り込んできた。

　奥深く突き刺されて、少し抜いて弱いところをやさしく引っかくように撫でられて。手のひらで花芽をやさしく押されて、お腹の奥に快感が溜まっていく。

「奥まで挿れられるの気持ちいい？」

「んん、きもちい……、あ……ん！」

「いっぱい気持ちよくなって。もっとしよっか」

　一旦指が抜かれ、海里の顔が何の躊躇いもなく足のあいだに近付いてくる。ぼんやりした頭でも何をされようとしているのかを察し、遙は慌てた。

「やだ……海里、それはだめっ」

「なんで？　おいしそうだし舐めたい」

「や、汚いから！　ほんとにだめ……っ」

「ちゃんと洗っただろ。まあ洗ってないほうが興奮するけど」

「なに言って……っ、あ、ああっ……！」

　ソファをずり上がって逃げようとしたのに、それは許されなかった。ぬるぬるした舌が花弁にひたりと当たる。そのままゆっくり舐め上げられて、遙はのけぞった。

「やぁっ！　それっ、ああッ！」

「は、また溢れてきてる……全部舐めような」

「あぅ……っ！」

　そこを舐められるのは今まで経験がなかった。元彼も舐めたがることはなかったし、舐めたいと言われても拒否しただろう。どんなに綺麗に洗っても、顔を埋められるのは抵抗がある場所。

　でも初めて味わった舌での愛撫は、意識が飛びそうなほど気持ちよかった。指で触れるのとは全然違う、鮮やかで鋭い快感。

　ぬめった舌が遙の秘裂をぬるぬると這い回っている。その動きは容赦がなかった。

「やっ、やだぁ……ッ、海里っ、あんっ、あッ……！」

「嫌？　そのわりにはずいぶん感じてるみたいだけど。そんなに大きい声出して」

「……っ」

　我を忘れて喘いでいた遙は、慌てて自分の口を手の甲で塞いだ。

　……このあたりは誰も入ってこないと言っていたけれど。でも、もし誰かに聞かれたら。

「あ、きゅうって締まった。声聞かれるかもって思ったらまた興奮しちゃった？」

「ぅんっ、ぁ……ッ、んっ……」

「声我慢してるんだ。こんなところ見られたら困るもんな。外だから気持ちよさそうな声も丸聞こえだし」

「ん、んっ……！」

「頑張って我慢してるのかわいい……そのまま我慢してて」

　遙が拒絶の声を出せないのをいいことに、彼の舌は好き放題に蜜襞を犯した。

　海里は指で花弁を広げ、じっくり眺めては襞をすみずみまで丁寧に舐める。遠慮のない舌は後ろの窄まりまで舐め回して、遙に小さな悲鳴を上げさせた。

　どれほど舐め取られても、蜜はどんどん溢れてくる。じゅるじゅると啜られる音と刺激に、遙は涙目になった。

「海里っ……、もうやめ……っ」

「駄目。ちゃんと中も舐めてから」

「うそ、や、そんな……！」

　舌先が蜜口に押し付けられたと思ったら、そのまま中に入ってきた。秘裂を舐められるだけでも恥ずかしいのに、彼の舌は遙の内襞まで探っている。

「やだ、そんなに中まで……！」

　遙は必死でバスタオルを掴んだ。指でも男性器でもないぬるりとしたものが自分の中に埋められて、快感を引き出そうと蠢いている。硬くすぼめた舌が蜜口をゆっくり出入りして、彼の形のいい鼻先が花芽に押し付けられた。その蕩けそうなほどの快楽に抗えるはずもなく、遙は何度も軽く達してしまう。

「ここ。ぷっくりしてるの、自分でも分かる？　おいしそうに赤くなってる」

　淫猥な愛撫を続けた舌は、蜜口から離れたと思ったら今度は花芽をつつき始めた。すっかり敏感になった場所を刺激され、遙の腰が跳ねる。

「ぅん……ッ、ふ、ぅ……っ！」

「また指挿れよっか。あー、中もすっごいトロトロ……」

「んん……っ！」

　興奮してふっくらと顔を出していた花芽が、舌先でやさしくいじめられた。そっと指で触られるだけでも気持ちいいのに、やわらかな舌でぬるぬると舐め回されるとたまらなくなる。

　蜜口の浅いところをいじっていた指も、また中に入ってきた。たぶん指はまだ一本だ。でもごつごつした指には存在感があった。ちょうど気持ちいいところを掠められた蜜壷がきゅうきゅうと喜んで吸いつき、さらなる快感を貪ってしまう。

「あ……！　んっ、だめ、いっちゃ、う……っ！」

　舌で花芽をいじられ指をゆっくり抜き差しされて、限界が来るのは早かった。

　初めて舌で愛撫されて、そのうえ声を上げて快感を逃がすこともできない。お腹の奥にどんどん積もっていった快感が、今にも大きく弾けそうになる。

　遙は海里の腕に縋って、弱々しく限界を訴えた。

「ね、海里っ、もう……っ」

「いいよ、イってよ」

「ほんとにっ、あ……っ、い、く、んんんーっ！」

　ぐりっと花芽を押され、一瞬目の前が真っ白になった。彼の腕に爪を立て、こらえきれずに大きな声を上げて達してしまう。

　ただ指と舌で愛撫されただけなのに、今まで味わったことのないような深い絶頂だった。びく、びくっと身体が痙攣し、大量の蜜を溢れさせて海里の手を濡らしてしまう。

　意識が飛びそうなほど強い快感に沈められ、その余韻からなかなか浮上できない。

　ぐったりとソファに横たわる遙を、海里はうれしそうに見下ろした。目を細めて口元の愛液を舐め取る様子は、満足するまで獲物を食い尽くした肉食獣のようだ。

「もう一回綺麗に身体流してあげる。それから朝飯にしよ」

　やさしく頬に口づけられて、力の入らない身体を抱き上げられる。甲斐甲斐しく世話をされながら、遙はそっとため息をついた。

　……朝からまた乱されてしまった。ずいぶん爛れた休暇だ。全然嫌ではないと思っているあたり、我ながら大概だと思うけれど。
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　朝食はまた海里と一緒にテラスで食べた。

　七輪で炙る脂ののった干物も、昆布〆にした新鮮な鯛も、普段の朝食で食べる機会は絶対にない。旅先の朝食はいつも食べ過ぎてしまうけれど、今朝は本当に苦しくなるまで食べてしまった。

「……確実に太るな、これは」

　海里からは掃除が終わったら一緒に出かけようと言われていて、それまでテラスでまたのんびりしている。今日もいい天気で、朝日を浴びてきらめく海が眩しい。

　ふあ、と気の抜けたあくびが出た。でもその直後、スマホの通知ランプに気付いてしまう。

「着信十件……」

　画面の表示を確認してため息をつく。さすがに無視できないだろう。逃げられないのは分かっている……めんどくさいけれど。

　ちょうどそのときまた着信があり、あきらめて通話ボタンをタップした。「はい、高崎です」と言うのにかぶせるように「おう、やっと出たな」と低い声がする。

「全然電話に出ないから身投げでもしたかと思ったぞ」

「ご期待に沿えず恐縮ですがピンピンしております。それより、休暇中の部下にこんなにしつこく電話されるのはいかがなものかと」

　電話の相手は、遙の勤務先である広告代理店の社長だ。遙は総務の仕事をしながら彼の秘書も務めている。

　社長と秘書という関係ではあるが、彼はもともと大学の先輩でもある。それに会社の立ち上げから一緒にやってきた戦友という感覚もあって、お互いにわりと気安い間柄だった。

「ひととおり引き継ぎはしてきたはずですが。何か急ぎのご用でしたか？」

　そう言いつつ、用件が仕事でないことはよく分かっている。

　一応周囲には口止めしておいたものの、そろそろ社長の耳に入ってしまうころだとは思っていたのだ。遙と元彼の破局のことも、元彼と後輩社員の結婚のことも。

「おもしろくない噂を聞いてな。お前の彼氏の市橋、営業の三年目と結婚するんだって？」

「彼氏ではないですね、とっくに別れましたので」

「本来なら社員のプライベートにまで口出ししないんだけどさ」

「ですよね」

「でもほら、今後のことを聞いておかないといけないと思って。お前こんなことで会社辞めるなんて言わないだろうな」

　遙は一瞬迷った。まだ気持ちは定まらないものの、ひとまず「ご迷惑でなければ続けるつもりですが」と言っておく。

　今後のことまではまだ考えられないというのが正直なところだ。仕事は本当に好きだけれど、ここしばらく周囲に気を使わせてばかりで、遙も少し疲れていた。

　今の会社に就職したのは、社長から直々に誘ってもらったからだ。まだ学生だったころ「独立して新しい会社をやるから来ないか」と言われ、おもしろそうだと思って飛び込んだ。

　もちろん大手広告代理店のように億単位の仕事が転がり込んでくるわけではないし、最初からトントン拍子だったわけでもない。

　でも社長はニッチな分野に目をつける嗅覚が鋭く、デザイナーやプランナーたちも個性豊かなメンバーが揃っていて、手がけた仕事はどれも評価が高かった。今では小さい会社ながら業界内では一目置かれていて、少しずつ仕事の規模も大きくなってきている。

　ベンチャー企業の創業期を経験してみたいと思っていた遙にとって、仕事はとても楽しくて刺激的だった。社長の辣腕ぶりを近くで見られるのも貴重な体験だ。その会社を失恋ごときで辞めるつもりは全然ない。最初はたしかにそう思っていたのだ。

　それでもここのところ、遙は少しずつ消耗していた。

　何事もなかったように無神経に話しかけてくる市橋が同じ社内にいることも、そのたびに周囲の社員が遙を守ってくれるように殺気立つことも。そして彼と結婚する女性社員が、微かに優越感をにじませた視線を送ってくることも。

　このまま会社に残っていていいのだろうか。遙はずっと迷いながら、半ば逃げるようにしてこの休暇に入っていた。

「市橋をこの業界から追い出すくらいなら簡単だけど、どうする？」

「穏やかじゃないですね」

　冗談とも思えないような社長の口ぶりに苦笑する。

　弊社社長ならやりかねない。学生時代から幅広かった社長の謎の人脈は、遙にはいまだに把握しきれなかった。思いもかけないところに影響力があったりするのだ、この人は。

「社長は市橋さんの実力も認められていたかと思いますが」

「お前と市橋だったらあいつを切るに決まってんだろ。女性社員をあっちもこっちも食い散らかしやがって。うちの会社舐めてんのかあいつ」

　どうやら本気で怒っているらしい。一見ヤクザのような強面だが、社長は義理と人情を大切にするやさしい人だ。これはもしかしたら、自分より先に元彼が会社からいなくなるかもしれない。

　そう思っていたら「山に埋めたいとか海に沈めたいとかあったらいつでも言えよ。力になるぞ」なんて言うから笑ってしまう。とうとう言うことまでヤクザっぽくなってきた。

「埋めてやりたいと思ったこともあったんですけどねー……何だかどうでもよくなってきました」

　遙はソファにもたれて海を眺めた。

　この島では海も空も夢のように綺麗で、不誠実な男との別れにいつまでも落ち込んでいることが心底ばかばかしくなる。

　もちろんそれだけでなく、海里がいてくれることも大きい。結構傷ついていたはずなのに、海里にやさしくされたり翻弄されたりしているうちに、正直元彼のことなんてほとんど忘れていた。

「いずれ彼とは駄目になっていたと思いますので。お騒がせして申し訳ありませんが、仕事は今のところ続けたいと思ってます」

「そうか。それを聞いて安心したよ」

　本当にホッとしたように言う社長に、遙の胸が痛んだ。

　社長とはこれまで長い付き合いだ。それなりに落ち込んでいることは伝わっていたのかもしれない。わざわざ電話をくれるほど心配してくれたのかと、遙もしんみりした気持ちになる。

　でも次の瞬間聞こえてきたのは、「じゃあ早速なんだけど」という完全仕事モードの社長の声だった。

「会計監査の資料送っておいたから目を通してくれるか。あと川崎の食品メーカーな、向こうの出してきた案がいまいちでさー。いくつか提案したいから、お前と企画部とで調整してほしいんだ。それから来月の展示会だけど――」

　延々と続く仕事の指示に、遙は遠い目になった。

　……しんみりして損した。いや、それより休暇。休暇はどこへ行った。

「……社長、私いま休暇中で。海辺でリゾート気分なんですが」

「知ってる。でもノーパソくらい持っていってるんだろ」

「……」

　遙たちの戦場は鮮度が命の広告業界だ。多岐にわたるクライアントの要望には、いつも迅速に対応しなければならない。社長からいつどんな仕事が舞い込んできてもいいように、遙は最低限の仕事道具をいつも持ち歩いている。

　海里に「大荷物」と言われた大きなボストンバッグには、いつもどおりノートパソコンもばっちり入っていた。社長の思うつぼだ。

「しっかり時間外手当つけろよ。あ、休暇楽しんできてね」

「どの口がおっしゃってるんですか」

　呆れる遙に「何にせよ帰って来いよな」と急に真剣な声で社長が言った。

「昔の同級生と再会して焼けぼっくいなのはいいけど、ヤりまくってないで休暇が終わったらちゃんと東京に戻れよ。仕事山積みなんだからな」

「社長それセクハラ」

　思わず素に戻って低い声が出る。

　きっと菜月から三割増しくらいであることないこと聞かされて、二人で盛り上がったのだろう。ヤりまくり。……いや、昨夜と今朝のことを考えると、まるっきり否定できないのが悔しいところだけれど。

「仕事するので切りますね、失礼します」

　返事を待たずにさっさと切る。たぶん海里もまだ仕事が終わらないだろう。心置きなく遊ぶためには、自分も今のうちに少し仕事を片付けておいたほうがいい。

　……東京にも自分の居場所はある。少なくとも会社は、今のところ自分を必要としてくれている。

　社長と話して、少しだけ夢から覚めたような気分になった。

　この島にいられるのは四日間だけ。そのあとは、いつもの日常に戻るのだ。いつまでもこの島で、海里と二人でのんびりしていられるわけじゃない。そんなことは分かっている――つもりだったけれど。

　遙は青い海に背を向ける。テラスから部屋に戻る足取りは、今までよりほんの少し重かった。
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　お互いの仕事が一段落してから、海里の車でペンションを出た。

　観光客の車は島内に乗り入れできないので、この島は車が少ない。もちろん渋滞などあるわけもなく、海岸沿いのドライブはとても気持ちがいい。

　眺めのいい展望台で軽食をとったあと連れて来られたのは、学校の近くにある海岸だった。昔よく一緒に遊んだ場所だ。

「わー、なつかしい。ここでよく魚釣ったよね」

「このへんは浅いし波もないからな。久しぶりにこれする？」

「する！」

　海里が取り出した釣り具を見て、遙は目を輝かせた。

　それは子供でも扱えるよう、木片に針と糸をつけただけの簡単な釣り具だ。小さい子たちは年上の子たちにこれを作ってもらい、浅い岩場で釣りをする。複雑な形の岩礁が多いこのあたりは魚も多く、そんな簡単な釣り具でも案外楽しめるのだ。

　遙はこの岩場での釣りも竿を使う堤防釣りも、全部海里からやり方を教わった。大人になっても案外コツを覚えているもので、自分でうまく餌をつけて糸を垂らす。

　海里は「食材調達」と言っていただけあって遊びではないらしい。本格的な釣り竿を用意し、真剣な表情で餌をつけている。

「頑張っていっぱい釣れよ。夕食の品数が増えるぞ」

「夕食なに？」

「鯛飯と刺身。野菜もまた新鮮なのが届くし、この島自慢のブランド牛も焼かせていただきますので」

「はー、贅沢……」

「ずっとここにいたらいいのに。毎日ごちそう食わせるぞ」

　さらりと言われ、遙は黙って釣り糸の先を見つめた。

　……どういうつもりでそういうこと言うんだろうな、この人。まさか女性の宿泊客全員にそんなこと言ってないよね……？

　海里はモヤモヤしている遙には気付かず、釣り竿をセットするための置き具を準備している。海面を見つめる横顔は今日も眩しいほどの美形だ。

　これだけ顔がよくておしゃれなペンションの経営者で、あんなに料理も上手で性格もいい。もしかして彼は、いわゆる優良物件という存在ではないだろうか。自分になどちょっかいをかけなくても、いくらでも綺麗な女性が釣れるはずで……。

「やだ、入れ食い？」

「え？　まだ全然釣れてないだろ、勝負はこれからだぞ」

「いやそっちではなく。……いろんなお客さんにそういうこと言ってるのかなと思って」

　言いながら俯く。自分の知らないところで、海里が他の女性にそういうことを言っていたら嫌だなと思ってしまった。

　……重い女にはなりたくない。かわいくない女にも。「お前本当にかわいげがないよな」と、ついこのあいだ他の男に言われたばかりだ。海里にはそんなこと言われたくない。

　そのまま俯いていると、少し離れたところにいた彼が釣り竿を置き具に任せて、こちらに近付いてきた。いきなり額がぺちんと叩かれる。

「う、なに？」

「そんなふうに思われるの心外。……いや、ちゃんと言わなかった俺が悪いけど」

　潮風に当たって冷たくなった頬が、あたたかい手で包まれる。海里は真剣な表情だった。

「俺は遙のこと好きだよ。もう一度会って、また好きになった。だから遙にも俺のこと見てほしいって言ったのは、本当に本気」

「……」

「ゆっくり考えてよ。こうやってお試しで付き合うのはいいんだろ？」

「……うん」

「東京での暮らしもあるしね、遙には。でもできれば今回は、先のことを約束しないまま別れたくない」

　……約束。どんな約束ができるだろう。明後日にはまた、あの港で別れると決まっている二人が。

　海里がまた何か言おうとする。でもその言葉は、バタバタと近付いてきた足音と「ペンションの兄ちゃーん！」という大声にかき消された。

　振り向くと、ランドセルを背負った小学生が何人か走ってくる。下校時刻にはずいぶん早いような気がするが、もうそんな時間だろうか。

「兄ちゃん、今日こそヒラメ釣れた？」

「うわ、全然釣れてないじゃん。一匹も釣れてない」

「お姉さんはペンションのお客さん？　こんにちは！」

　二人を取り囲んだ子供たちはにぎやかだ。海里は「お前らうるせーな」と苦笑しているが、子供たちに慕われているのがよく分かる。若い人の少ないこの島で、海里はきっと今でも小さい子たちの兄貴分のような存在なのだろう。

「小学生はさっさと家に帰れ。俺、今このお姉さんとデートしてるから」

「ちょっ……海里」

「へー！　お姉さん、兄ちゃんの彼女なの？」

「そう。かわいいだろ、手出すなよ」

　海里が遙の肩を抱き、女の子たちが黄色い歓声を上げた。「じゃあお邪魔になるから帰ろう」なんてませたことを言う小さな男の子を先頭に、みんな楽しそうに走っていく。

「車に気をつけて帰れよ！」

　大声で言った海里に、「車なんてほとんどいないよ！」「蛇に噛まれないように気をつける！」とこちらも大声で言いながら、子供たちはあっというまに去っていった。

「元気だねぇ、この島の子たちは」

「昔は俺たちもあんな感じだったんだよな。もうあんなに走る元気ないわー、膝痛くて」

「お年寄りか」

「いや、もうアラサーじゃん。衰えるわそりゃ。遙は先週二十八歳になったんだよな」

「えっ、どうして知ってるの？」

　何気なく口にされた言葉に、海里の顔をまじまじと見た。いくら初恋の相手でも、誕生日まで覚えているだろうか。申し訳ないけれど、遙は海里の誕生日を覚えていない。

　驚いている遙に「宿泊者名簿書いただろ」と種明かししてから、海里は慌てて自分の釣り竿のところに戻っていく。すでに魚がかかっていたらしく、竿がずいぶんしなっていた。

「ねえ、こっちも魚いる！　どうしよ、動いてる」

「大丈夫、少しずつ引いてしっかり針食わせて」

「そうだった……わ、本当にかかってる」

　釣れるようになるとやっぱり楽しい。すっかりいい気分で、再び糸を垂らす。

　それぞれ釣り糸に集中しつつ、二人でたくさん話してたくさん笑う。子供のころのようだな、と思った。もしくは、本当にデートのようだな、と。

　ずっと会っていなかった相手なのに、海里と一緒にいるのはとても居心地がいい。結局夕方近くまで海で遊び、釣果にご機嫌になりつつ帰路についた。

　

　ペンションに戻ると、玄関近くに軽ワゴンが停まっていた。運転席で煙草を吸っていた若い男性が、こちらに向かって手を振っている。

　ちょっと襟足の長い茶髪に、いくつものピアス。一見チャラそうな雰囲気だが、笑顔は人懐っこくてかわいい。もしかしたら遙たちよりだいぶ年下かもしれない。

「あ、納品あるんだった。ごめん遙、ちょっと待ってて」

　海里は軽ワゴンの近くに車を停め、「ごめんな、待たせた！」と言いながら彼に駆け寄っていった。車の窓を開けたままだったので、二人の会話はこちらにもよく聞こえる。

「ペンションさんごめんね、今日ちょっと苺がやわらかくてさ。大きさこれでいい？」

「いいよ、すぐ使うし。かえって悪かったな、急に頼んで」

「いやいや、苺狩りが結構キャンセルになったから助かるよ。あとこれ、酒屋さんから山菜の水煮預かったんだけど――」

　海里を「ペンションさん」と呼んだ男性は、親しげに話しながら野菜のコンテナをおろしていく。

　そういえば、島ではこうやって屋号や店名で呼び合う人も多い。その小さなコミュニティならではの屋号呼びの文化もなつかしく、遙は聞くともなしに海里たちの会話を聞いていた。

　野菜の確認が終わった二人は、何か小声でしゃべっている。男性が海里に「これ、頼まれてたやつ」と言いながら、小さな紙袋を渡すのが見えた。

「あー……ほんとごめん。早めに買って返す」

「いーよ、俺しばらく使うあてないし」

　何のことか分からないがコソコソ言葉を交わしたあとで、男性がこちらを見た。目が合って軽く会釈するが、ものすごく見られている。

　……な、何だろう。知り合い……じゃないみたいだな。やっぱりだいぶ年下か、移住してきた人か……。

　あまりにもじっと見られて不思議に思っていると、海里が「ほらもう帰れ」と彼のことを追い立てた。

「えー、ペンションさん冷てぇ。彼女さん紹介してくれないの？」

「はいはいまた今度な。気をつけて帰れよ、ももちゃん」

　海里に邪険に追い払われて、男性は不満そうな顔をしながら車に乗り込む。窓を開けて遙にニコニコと手を振り、海里に舌打ちされてから彼は帰っていった。

「ももちゃん……」

「去年島に移住してきた奴なんだよ。自分が作った野菜でカフェやりたかったんだって。実家が農家らしくてさ、たしかに野菜作るのうまいんだよね。最近よく野菜の仕入れさせてもらってる」

　海里は荷物をおろしながら、「最初はどうなるかと思ったけどね」と苦笑した。

「でもカフェの経営も軌道に乗ってきたみたいでよかったよ。あいつ頑張ってたから」

　そう言う海里の声はしみじみしていて、兄のような先輩のような思いやりに満ちている。きっと島暮らしに慣れないももちゃんにも、いろいろ親切にして面倒を見ているのだろう。かつて遙にそうしてくれたように。

　……海里は、この島の人だ。ここにしっかり根をおろして生きている、島の人。

　子供たちに好かれていた様子やももちゃんと話している様子を見て、改めてそう実感した。立派に家業を継いで、島の人たちとこうして力を合わせて暮らして。それが、今の海里の生活。

　そして遙にも、ここまで頑張って築いてきた東京の暮らしがある。やりがいのある仕事も、やさしい同僚や友人たちも、そう簡単には手放せない。

　……彼とは生きる場所が違う。好きだと言われても、好きになってしまっても、先はない相手だ。それでも惹かれてしまうこの気持ちを、一体どうしたらいいだろう。

　遙は途方に暮れたような思いで、それでも「カフェかぁ、行ってみたいな」と明るい声を出す。海里も「明日一緒に行こっか」と楽しそうに言った。

「あいつの店でランチするのもいいね。明日また一日デートしようよ」

「いいの？　忙しいんじゃない？」

「忙しいけど、好きな子を口説くほうが大事。あとこんなかわいい子一人であいつの店に行かせるの心配」

「……それはどうも、おそれいります」

　こんなに毎日遊んでいて大丈夫なのかなと心配になるけれど、結局デートの誘いに頷いてしまう。彼とゆっくり過ごせるのはうれしい。今日も一日、本当に楽しかったから。

　それでも一緒にいられるのはあとたった二日しかない。遙はそのことから目を逸らすように、繋がれた手をしっかりと握り返した。
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　日が暮れるころから大雨になったので、今日はテラスではなくダイニングで夕食をとることになった。

「やっと雨が降ったな。全然予報どおりじゃないし」

「残念だったね、予約キャンセルした人たち。昨日も今日も普通に船出てたのに」

「そうだね。でも俺は遙と二人っきりでよかったかな」

　食事の支度をしながら、甘い雰囲気で腰を抱かれる。

　たしかに、他にも宿泊客がいれば海里とこんなことにはならなかっただろう。なつかしい同級生としてゆっくり話すくらいはできたかもしれないけれど、二人で一日出かけたり一緒に眠ったり、そんな関係にはならなかったはずだ。

「今日、また一緒に寝ていい？」

「……いい、けど」

　甘えるように首筋に顔を埋めてねだられたら、嫌だなんてとても言えない。遙はぎこちなく頷く。

　……寝るだけ、だろうか。昨夜や今朝のように、また気持ちいいことをたくさんされてしまうんだろうか。

　ちょっと思い出しただけで、期待するようにお腹の奥が熱くなる。海里相手だとなぜか奔放になってしまう自分に戸惑いながら、彼をそっと抱きしめた。

「海里、早く食べよ……？」

「ん、そうだな。早く食べて……早く寝よ」

　海里は意味深に目を細めて、遙に軽いキスを落とした。遙はこっそり動揺しながら夕食のテーブルにつく。

　二人で頑張った釣果はかなりのものだったので、刺身の盛り合わせも豪勢だ。遙が持ってきた日本酒をちびちび飲みながら、身の締まった新鮮な刺身をたっぷり楽しむ。土鍋で炊いたふっくらとした鯛飯も、口の中で溶けるほどやわらかな牛肉も文句なしにおいしい。

　そして蒸籠で蒸したももちゃんの野菜はハッとするほど味が濃かった。東京のスーパーで売っている野菜とは全然違う。明日のランチもとても楽しみだった。

「デザートにしようか。用意してくる」

　食事を終え、海里が厨房に立つ。

　昨日のガトーショコラも絶品だった。今朝も厨房から甘い香りがしていたから、きっとまた手作りのデザートだ。今日は何だろうと、遙はわくわくしながら待つ。

　すると、急にふっと電気が消えた。外は雨なので月明かりもなく、あたりは真っ暗だ。「やだ、停電？」と思わず立ち上がる。

「海里、どうしよう。懐中電灯とか――」

「大丈夫、そのまま座ってて」

　海里の落ち着いた声に座り直したが、周囲は暗闇のままだ。

　島での停電は何度か経験があるけれど、夜でも明るい東京の街に慣れている身には、真っ暗な夜はとても不安になる。

　でもやがて、カチカチという微かな音の後に、ぽうっと明るいものを持って海里が戻ってきた。明るいのはロウソクだ。数本のロウソクを立てられた、苺のケーキ。

　バースデーソングとともに目の前にやってきたケーキに、遙は呆然とした。

「……英語の発音上手だね、海里」

「つっこむのそこなの？」

「だって。こんなサプライズがあるなんて聞いてない」

「言ったらサプライズにならないだろ」

　楽しそうに笑いながら、「二十八歳おめでとう、遙」とやさしい声で言われた。

「誕生日を祝えるなんて思ってなかった。少し遅れちゃったけど」

「……私も、祝ってもらえるとは思ってなかった。ありがとう」

　先週の誕生日当日は、あまりいい日ではなかった。

　とにかく仕事が忙しくて、でも別れたばかりの恋人が他の女性とこっそりベタベタしているところは何度も視界に入ってきて。深夜に疲れきって帰宅して、コンビニのおにぎりをひとつ食べただけで終わった誕生日。

　さすがに結構わびしい気分だったのだ。まさかそのあとで、こんなにうれしいお祝いが待っていたなんて。

「ケーキ用のロウソクなんてよく買えたね」

「いや、これは売ってなかった。うちもいつもはストックしてるんだけど、ちょうどこの前使っちゃってさ。みんなに聞いて回ったらももちゃんの店にあるっていうから、譲ってもらったんだ」

　その言葉に、さっき二人でコソコソと紙袋のやりとりをしていたことを思い出した。間に合わせみたいでごめん、と海里は眉を下げたけれど、遙は一生懸命首を振る。

　この島にケーキ屋はないし、小さなスーパーにも普通の日用品しかない。店にないものはネットで注文するか、お互い融通し合うしかないのだ。

　宿泊者名簿で遙の誕生日を知った海里は、朝からこっそりケーキを焼いて、ケーキ用のロウソクも探し回ってくれたのだろう。たぶん、恋人から裏切られたばかりの遙の誕生日がどんなものだったかを、何となく察してくれたから。

　その思いやりが、涙が出そうなほどうれしい。彼のこういうところは本当に昔から変わらない。遙が苦しいとき、いつも手加減なしのやさしさを向けてくれる人。

　……こんなの心が動くに決まってる。好きになっても先はないと、分かっていても。

　やさしく微笑む海里に見つめられて、胸がいっぱいになった。綺麗に昇華したはずの初恋が、今また動き出したような気がする。もしくはまったく新しい気持ちで、大人になった彼を好きになったのかもしれない。

　どうしてこんなに海里に惹かれてしまうのだろう。どんなに離れても時間が経っても、きっとこうして何度でも彼に恋をしてしまうのだ。

「ほら、ロウソク消して。願いごとって言うんだっけ、言わないんだっけ。そろそろケーキが燃えるぞ」

「あ、ほんとだ。じゃあ願いごと言っておく」

　……海里と、もっとずっと一緒にいたい。

　とっさに思い浮かんだ願いごとはそれだけだった。口には出せずに、心の中でそっと思いながらロウソクを吹き消す。

　再び真っ暗になった中で、静かに唇が奪われた。「暗いのによくうまいことキスできるな」と変なことに感心しつつ、すぐにその口づけに夢中になる。

　二十八歳の誕生日の思い出は、この日のことだけを覚えておこうと思った。

　初恋の人にお祝いしてもらった日。そして初恋の人に再び恋をした日。きっと一生忘れられない誕生日になると、もうこのときから知っていた。









四　結ばれた夜








「っふ……あ、あっ……」

「遙。こっち見て」

「や、はずかし……っ」

「朝も舐めただろ。恥ずかしがったところで今さらだよ？」

「んぅ……ッ！」

　足の間に顔を埋めている海里が、ふーっとそこに息を吹きかけてくる。シャワーも浴びていないのにそんなことをされて抗議したい。でも蕩けるような愛撫を長々と施された身体にはもう力が入らない。

　彼は遙が抵抗できないのをいいことに、じゅうっと音を立てて淫靡な蜜を吸い上げた。ふっくらと充血した花弁が、やさしく舐め上げられてひくひくと蠢く。

「ああ、かわいい。そんなに恥ずかしがってるくせに腰が動いてるの、たまらないんだけど」

「ふ、ぅっ……ん、んっ……！」

「また声我慢してる？　いやらしい声いっぱい出してもいいよ、別に」

「っ……、んん……っ」

　遙の部屋のベッドで組み敷かれるのは二度目だ。二人でケーキを食べたあと、何度も口づけられているうちに抱き上げられて、部屋まで連れてこられてしまった。昨夜は月明かりを頼りに抱き合ったけれど、今はベッドの隣のアンティークランプが灯されたままになっている。どんなに頼んでもそれは消してもらえなかった。

　遙はヘッドボードに背中を預けて座り、しっかり足を開かされていた。

　小さなランプは案外明るく、身を起こした状態では恥ずかしいものがいろいろ見えてしまう。秘裂を熱っぽく見つめる海里の表情も、滴る蜜をおいしそうに舐め取る赤い舌も。そして見せつけるようにゆっくりと自分の身体に埋められていく、彼の長い指も。

　ぐじゅっと湿った音を立てて、彼の指が蜜壷の奥まで入り込んでくる。

　海里は奥までしっかりぐずぐずになっているのを確かめるように探ってから、入口近くの浅いところをかき混ぜた。やさしく引っかくようにされるだけで、何だか落ち着かなくなってしまう場所。

「あ、ああ……っ！」

「ここ好きだよな。遙がすぐイっちゃうとこ」

「んっ、は、あっ、やだぁ……っ」

「そんなにぎゅうぎゅう締めて……指、気持ちいい？」

「っ、うんっ、もぅ……あ、あッ！　や、イっちゃうからっ……」

「いいよ、ほら」

　舌先でぐにぐにと花芽をいじめられて、こらえきれずに背をしならせる。遙はシーツを掴んで嬌声を上げ、大きく身体を震わせた。

「そんなかわいい顔してエロいよね、遙。ちょっと触るだけでびくびくして……」

「あっ、ん……だって……っ」

　じっくりと時間をかけて愛撫された身体はいまだに熱がこもったままで、何度でも簡単に達してしまう。これが何度目の絶頂なのか、もう自分でもよく分からなくなっていた。

「ここ、もうちょっとかわいがっておく？」

「ん、や、だめ……あ、あ！」

「またイきそうなんだ。あー、でももう俺も我慢できないな……」

「え……ふ、あっ」

　いいところを擦られて早くも陥落しそうになっていたのに、彼は「おあずけ」と言いながらあっさりと指を抜いてしまった。

　またすぐに絶頂に導いてもらえると期待していた蜜洞が、急に空っぽにされてきゅうきゅうと疼く。物足りない気持ちを隠しきれない遙に、彼はうれしそうに笑いかける。髪を撫でてくれる手はとてもやさしい。

「遙、キスしよ」

「ん……」

　ちゅ、ちゅっとかわいい音を立てる、唇だけのキスを何度もされた。

　やわらかい唇は気持ちいい。キスもうれしい。でも果てる寸前だった身体は、もっと深いキスや愛撫をほしがって疼く一方だ。

　ねだるように海里の首を抱き寄せると、彼は熱い吐息をゆっくり漏らした。

「できれば、遙のことが全部ほしいんだけど。最後までしたら駄目……？」

　少し掠れた声で囁かれて、遙は何度か瞬きした。

　最後まで。言われたことの意味はもちろん分かる。でも、昨日海里は避妊具の用意がないと言っていた。だから、できないはずなのに。

　戸惑っていると、海里はさっき脱ぎ捨てたデニムのポケットから何かを取り出した。一見お菓子か煙草の箱にでも見えるようなその小箱は、遙も見覚えがあった。よくコンビニで売っているタイプの……だからこの島では買うのが難しいはずの、小さな箱。

「……なんで持ってるの？」

「ももちゃんに譲ってもらった」

「……」

　ももちゃんから借りたのは、ケーキ用のロウソクだけではなかったらしい。

　そんなものまで貸し借りがあるとは思わなかった。たしかに手元になければ困るから、若い男性同士で気軽に貸し借りすることもめずらしくないのかもしれないけれど。

「……いや？」

　不安そうに聞かれて、すぐに首を横に振った。嫌ではない。身体はもうこの上なく高められていて――いや、それだけではなくて。海里にもう一度惹かれているからだ。

　……この先のことなんて何も考えず、ただ身体を重ねたい。今、海里にちゃんと抱かれたい。

　自分がこんな強い欲望を持つことがあるなんて思っていなかった。

　たぶんその欲は表情にもにじみ出ていたのだろう。目が合った彼は熱っぽく笑って、噛みつくようにキスしてきた。今度は最初から舌が絡められ、熱い吐息が混じり合う。

「ん、んん……っ」

「は……もう挿れたい。抱かせて、遙」

「あッ！」

　また蜜襞に指が入り込んでくる。ここまでゆっくりと積み重ねられた快感は、まだ全然鎮まりきっていない。音を立ててかき混ぜられて、遙はすぐに悶えた。

「ふ、あぁっ……海里……っ、ん、ん」

「……ほしい？」

「ん、ほし……っ、ほしいっ……！」

　彼の腕に縋ると、手早く避妊具をつけた昂ぶりが蜜口にあてがわれた。待ちきれなくて腰を揺らすと、「いい子にしてて」と大きな手で押さえつけられる。

　海里は息を荒くしながら、自分のものに蜜をまぶすようにゆっくりと花弁のあいだを行き来した。

　時間をかけた愛撫も挿入前に慣らそうとするその動きも、きっと遙のためだ。でも感じすぎて挿入を待ちわびた蜜壷は、じんじんと疼いて熱を持っている。もう待てない。

「や、海里、海里……っ、も、おねがいっ」

「ん、もうちょっと」

「やだぁっ、海里……」

「っ、そんなに慌てなくても、ちゃんとぐっちゃぐちゃにしてやるからっ……！」

　腫れぼったくなった蜜口がぐっと押されて、彼の熱杭が入ってきた。大きく膨らんだ先端が、蜜襞をずぶずぶと押し広げていく。

「……っん、っ、ふ、ぅ……！」

「遙……いた、い？」

「いたくは……っ、ない、けどっ……」

　ずっしりと重い雁首は明らかに今まで経験したことのない大きさで、痛みはないものの異物感がすごい。めいっぱい蜜口が引き伸ばされていくのが分かって、その未知の感覚にざわざわする。

　遙の表情を見ながらゆっくりと腰を進めていた海里は、先端がぐぷっと飲み込まれると苦しげに息をついた。緊張しながらシーツを握りしめている遙の様子に気付き、そっと口づけてくれる。

「一番太いとこ入った。……遙の奥、これから犯すよ」

「……っ」

　その低い声と鋭い眼差しに、これから始まる蹂躙を予感した。微かに身を震わせた遙に、彼はふっとやさしく笑いかける。

　遙もつられて微笑む。笑顔を見せられて安心して、身体から力が抜けた。

　でも次の瞬間、硬い熱杭が一気に突き入れられた。奥までみっちりと満たしてくる太い楔でいきなり串刺しにされ、遙は悲鳴のような嬌声をあげた。

「やっ、ああぁーッ！」

「は……っ、ほら、これほしかったんだろ。気持ちい？」

「ん、あっ、イっちゃっ……」

「挿れただけでイったね。ここ好きなんだ」

「あぅっ、や、あっ！　あぁッ、またイっちゃうからぁ……っ！」

　強すぎる快感に目眩がする。声を我慢することも忘れて喘ぎながら、遙は海里にしがみついた。

　彼は奥まで入り込んで、さらにその奥まで犯そうとするように念入りにぐりぐりと押し付けてくる。

　大きすぎて挿入したら痛いかもしれないと緊張していたのに、痛みなど全然感じなかった。むしろ遙の最奥はやっと入ってきた彼の熱杭に歓喜して、ねっとりとしゃぶりついては締め付けている。

「すっごい吸い付いてくる。また軽くイってる？」

「んっ……止まらな……っ！」

　何度も軽く達しているのに、身体はまだまだ貪欲に快感をほしがっている。蜜襞はもっとほしいといわんばかりに、しきりに新しい蜜を吐き出した。

　こんなに乱れている自分は恥ずかしい。でも海里は、遙の反応のよさを楽しそうに見つめながら腰を使っている。

「やっ、見ないでっ……」

「見るよ。遙がイくときかわいい。足きゅうっと丸めて、泣きそうな顔して」

「やだぁ……っ」

「んっ……またすごいうねってる」

「ふっ、あ、だって……気持ちい……」

　彼は喜んで吸いついてくる蜜襞を甘やかすように、何度もゆっくり奥を突いてきた。もっと好き勝手に男の快感だけを貪ることもできるのに、海里は遙が気持ちいいと感じるところだけを丁寧に責めてくる。

　反応のいい場所に熱杭を擦りつけながら、彼も熱い吐息をこぼした。

「あー……ヤバいな、遙の中すっごい締まって……」

「ん、ん……っ、海里も、気持ちい……？」

「うん……溶けそうなほど気持ちいいよ」

　目を合わせて、くちゅくちゅと蕩けるようなキスをする。昨夜も交わした、遙の頭を抱くように撫で回しながらのキス。

　そのときも気持ちいいと思ったけれど、身体をしっかり繋げながらのキスは格別だった。トロトロと唾液が混ざり合って、身体の一番深いところでもお互いの熱を感じ合って。

　唇を離して、でもすぐにキスできそうな距離で見つめ合いながら、海里が腰を揺らす。

　彼は遙の髪を撫でながら、長大な楔で入口から奥までをくまなく犯していった。遙の中に自分の存在を塗り込めるように。微かに残る、他の男の匂いを一掃するように。

「感じやすいね。奥、もっとしよっか」

「あ、あ……！　や、それ……っ」

「遙……かわい、もっと感じて……」

「んんっ、また……っ、んぅ……っ！」

　彼の動きは穏やかで、決して遙を無理矢理追い詰めたりしない。それなのに、大きな先端で一番奥を捏ねるようにされるだけで何度でも達してしまう。

　無意識に締め付けるたびに彼が微かな呻きを漏らして、その声にさえ身体が震える。何をされても勝手に快感を貪ってしまって止まらない。

「ごめん、限界……激しくしてもいい？」

　苦しそうに囁かれて、期待した身体はきゅうっと彼を締め付ける。海里がうれしそうにキスをくれた。

「んっ……遙もほしそうだな。じゃあいっぱいあげるよ……っ！」

「ああ……ッ、海里っ、んんんんっ！」

　今まで抑えていた欲望を全部ぶつけるように、海里が強く腰を打ち付けてきた。激しく揺さぶられ、奥までぐりぐりと遠慮なく押し付けてくる。彼の身体に花芽が押し潰されて、遙はこらえきれずに悲鳴を上げた。

「ああぁッ！　はっ、あ、あっ、んん……！」

「あー、遙のエロいとこ全部見える。俺の突っ込まれて、こんなにぐっちょぐちょにして……」

「やぁ……っ、それ、きもちい……！」

　少し足を上げられ、さらに深々と貫かれた。大きな雁首で蜜襞を強く擦られれば、目の前が霞むほどの快感に飲み込まれる。

　いつもは涼しげな海里の眼差しが、今は獰猛な光を纏って遙を見据えていた。全部貪り尽くそうとする雄の色香にくらくらして、簡単に屈服させられてしまう。

　我慢できなくなるまではあっというまだった。自分の中がぎゅうぎゅうと締まっていて、彼のものもいっそう膨らんでいるのを感じる。唇を噛んで耐えている彼を道連れにしたくて、内襞を締め付けながら逞しい肩にしがみついた。

　海里にかき抱かれてぎゅうっと抱き合ったまま、二人一緒に大きな波に攫われた。身体を震わせて浅い呼吸を繰り返しながら、彼が欲を吐き出す感触を味わう。

「んんっ……、は、ぁ……」

「っく……あ、遙……っ」

　放たれた熱いものは薄い膜越しで飲み込むことなんてできないのに、遙の膣奥はそれをほしがって何度も収縮を繰り返した。ここに出してほしい、たくさんほしいとねだる本能的な動き。

　深い絶頂に翻弄されて、相手の絶頂にも感じてしまって、しばらく力なく抱き合っていた。遙を押し潰さないよう遠慮しながらも、少しだけこちらにもたれかかって頬擦りしてくる彼が愛しい。

　やがて起き上がった海里は避妊具の処理を済ませて、もう一度深い口づけをしてくれた。まだお互いくったりしていて力の入らない、でも全部溶け合うような気持ちのいいキス。

　初恋の人と長い時間を経てこうして結ばれたことは、自分でも意外なほど感慨深かった。満たされた気持ちで、海里の腕の中で疲れ切って目を閉じる。――もっともこの夜はこれで終わりではなく、このあと何度も貪られてなかなか眠ることはできなかったのだけれど。
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　翌朝目が覚めると、静かに降り続く雨の音がした。

　隣で眠っていたはずの海里はもういない。部屋で軽くシャワーをすませ、遙はダイニングに向かう。

　ドアのガラス部分からのぞくと、海里は空いているテーブルでノートパソコンを広げていた。誰かと電話をしているようで、流暢な英語が微かに聞こえる。

　……そういえば、昨日のバースデーソングの発音も綺麗だったな。

　少し硬い電話の口調は、友達と話しているという雰囲気ではない。仕事、なのだろうか。厳しい表情で英語を話しながら分厚いファイルをめくっている姿は、いかにも仕事のできるビジネスマンに見える。

　そういえば、会えなくなったあとの海里の生活がどんなものだったのか、遙はほとんど知らなかった。どんな高校生だったのか、大学時代はどう過ごしていたのか。ペンションを継ぐ前にはどんな仕事をしていたのか。

　今ここで電話をしている様子を見れば、呑気に釣りばかりしているペンションオーナーという感じではなかった。謎が多そうだなと思いながら、彼の姿を見つめる。もっとも十年以上会っていなかったのだから、そのあいだに何が起こっていようと不思議ではないけれど。

　電話が終わり、顔を上げた海里と目が合う。笑顔で手招きされてダイニングに入った。

「おはよう、早かったな。もう少し寝ててよかったのに」

　テーブルの上を片付けながら、爽やかな笑みを向けられる。

　ダイニングには味噌汁のいい香りが漂っていて、朝食の準備もそれなりに終わっている気配があった。彼は一体何時から起きていたのだろうか。昨夜眠ったのはかなり遅い時間だったはずなのに。

「おはよう。海里は仕事？　私、邪魔じゃない？」

「邪魔じゃないよ。もう終わり」

　もう一度手招きされて、海里の腕の中にすっぽりおさまる。

　後ろから抱きしめてくる彼が、遙の髪に何度も口づけた。「身体は大丈夫？」と聞いてくるところを見ると、昨夜遙に無理をさせた自覚はあるらしい。

「昨日はごめん。遙のこと抱いてるって思ったら全然手加減できなくて……どこも痛くないか？」

「大丈夫。海里こそあんまり寝てないんじゃない？　ずいぶん忙しそうだけど……」

　あまり聞いてはいけないだろうかと思いつつ、テーブルの上をちらりと見る。海里はその視線に気付いたらしく、自分から説明してくれた。

「ペンション以外にも、親父や叔父から押し付けられて引き継いだ仕事がいくつかあるんだよ。まあ不動産の管理とか小さい会社の役員とか、ちょっとしたことなんだけど」

「海里のお父さん、そんなこともしてたんだ」

「親父がやってたころはこのペンション赤字だったからね。ここはほとんど趣味みたいなもので、親子三人食っていくための仕事は別って割り切ってたみたいだな」

　遙は昔のペンションの様子をぼんやりと思い出す。まだ「しくじったバリ」という雰囲気だったころ。

　たしかに宿泊客はさほど多くなかった。だからよくこのダイニングでおやつを食べさせてもらったり、ピアノを聞かせてもらったりしていた。ペンションが暇そうな時期でも海里の父親は忙しそうだったので、きっとあのころからいろいろ仕事をしていたのだろう。

「じゃあ今結構忙しいの？」

「んー、でも外注できるところは外注してるからね。忙しい時期の掃除とか、庭の手入れとかはパートさんに入ってもらってる。あと客室も全室稼働させることはないかな、とても行き届かないから」

「そっか、海里一人でやってるんだもんね」

　いたずらっぽく笑った海里が「遙が手伝ってくれてもいいんだけど。住み込みで」とこちらをのぞき込んでくる。

　一瞬舞い上がってしまった。昨日みたいに二人で釣りをしたり、食事の支度をしたり。料理の手伝いは全然できないけれど、片付けやちょっとした手伝い程度なら少しは戦力になれるかもしれない、と。

　……また海里と一緒に、この島で。そんな夢みたいなこと。

　でもすぐに、社長の「休暇が終わったらちゃんと東京に戻れよ」という言葉を思い出した。海里に「東京での暮らしもあるしね、遙には」と言われたことも。そう、自分には東京での暮らしもあって、だから――。

　頭がポンポンと撫でられてハッと我に返った。大事なことを考えようとしていたはずなのに、「嘘。冗談」と言われて思考が止まる。

　くるりと身体を返されて、今度は正面から抱きしめられた。

「でも昨日も言ったけど、俺は本当に遙のこと好きだよ。ひとまず遙を早く手に入れたくてお試しなんて言ったけど、俺はお試しで終わるつもりなんて全然ないから」

「……うん」

「だからこのお試しは、遙が東京に帰ってからも継続してよ。昔みたいに俺のこと好きになってもらえるように頑張るし、それに――」

「えっ、ちょっと待って」

　思わず遮った。とんでもないことに気付いたのだ。

　昨日海里に好きだと言われて、自分も海里に惹かれていることをはっきり自覚して、そのまま彼に抱かれた。それで、すっかり満たされた気分になっていた。

　……でも自分の気持ちを海里に伝えていない、そういえば。

「あの、海里。私、本当に海里のこと好きになってもいいの……？」

「え？」

　首を傾げる海里に見つめられ、遙は俯いた。

　自分でも本当に単純だと思う。手酷く失恋したばかりなのに、ちょっとやさしくされて好きだと言われてすぐ好きになって。

　でももうどうにもならないくらい、また彼に惹かれてしまったのだ。東京とこの島とで続けていくのはきっと難しいのに、それが分かっていても後戻りできないくらいに。

「私は今すぐ東京を離れることはできないし、当分は遠距離になっちゃうかもしれないけど……でも、それでもよかったら付き合いたい」

「……」

「海里？　う、ちょ……っ、苦しい……！」

　無言のまま、力強く抱きしめられた。一瞬本当に息が止まる。

　遙の呻きに慌てて腕を緩めた海里は、聞き取れないくらい小さな声で「本当に？」と言った。

「それって、ちゃんと付き合おうって意味で合ってる……？　お試しとか、期間限定とかじゃなく」

「うん、合ってる」

「俺のこと好きになる可能性があるって言ってる？」

「言ってる。……いや、もう好き……だと思う」

「……っ。それなら結婚前提で付き合おうって言うような重い男なんだけど、俺」

「えっ……でもそういうことになるかもね、年齢的にも」

　……何だか照れてしまう。海里とこんな会話をすることになるなんて。

　しばらく彼はそのまま身動きしなかった。やがて長いため息が聞こえる。

　力なく手を引かれてダイニングのソファに連れていかれた。ソファで彼の膝の上に乗せられ、再びぎゅっと抱きしめられる。

「本当にいいの、遙。何があってももう絶対逃がさないけど」

「うん。でも海里こそいいの？　私、もう明日には東京に帰っちゃうんだけど」

「……あー、帰したくない。部屋に鍵かけて閉じ込めたい」

「ねえ、その本当にやりかねない感じの声やめて」

　とはいえ、遙もさびしい。遠距離恋愛なんて、今までしたことがない。次に会えるのがいつになるかも分からないまま、離れないといけないなんて。

「この島に住めたらいいのにね、私」

「そうだね。でも先のことはゆっくり考えよう。仕事のこととかいろいろ、お互い簡単には決められないし。遙がこの島に住むのが難しかったら、俺がペンション売却して東京に移住してもいいんだし」

「え、それはもったいないよ」

「でも遙の東京での生活とか仕事とか、そういうものを犠牲にしてまでここに住んでほしいとは思ってないんだよ。いずれ結婚っていう形になったとき、女性の側だけがいろいろ我慢するのフェアじゃないしね。だからお互いに一番無理のないように、いろいろ相談しながら決めていこう」

「……うん」

　先の見えない遠距離恋愛は不安だ。遙は結婚秒読みと言われた恋人に裏切られたばかりだし、海里にいきなり結婚前提と言ってもらえても信じきれないところもある。

　それでもこうして、恋人という関係になれたことはうれしかった。海里との関係に、きちんとした名前がついたことが。

「今日観光に行くって言ってたけど、やっぱりずっとうちでイチャイチャしてる？」

「駄目。植物園も牧場も行くって言ってたでしょ。あと、ももちゃんのお店でランチ食べる約束」

「あー……あいつの店臨時休業だ、そういえば」

「嘘ついても駄目」

　笑い合いながらキスをする。こうしてぬくもりを分け合える距離にいられるのが幸せだった。もうすぐ離れなければいけなくなることは、本当にさびしいけれど。

　……一緒にいられるのもあと二日。だから海里といっぱいしたい。デートも、キスも、それ以上のことも。





◇






　結局雨は一日降り続いていたけれど、海里とのデートは楽しかった。

　牛がたくさんいる牧場、小さな温室もある植物園、遙が母親と通っていたなつかしいパン屋。雨でどこも閑散としていたけれど、何人か顔を合わせた島の人はみんな遙のことを覚えていてくれた。「まー、よく来たねぇ。綺麗になって」とうれしそうに笑ってくれた、あのころからずっとやさしかった人たち。

　この島が好きだなと改めて思う。この島に住む人たちも。いつか本当に、またこの島に住める日が来たらいい。しみじみとそう思いながら、海里と一緒にペンションに戻った。

「残念だったな、一日雨で」

　早めの夕食をのんびり食べながら、海里は本当に残念そうに言った。

「もっと海で遊びたかったんだろ？」

「でもあちこち連れていってもらったし、楽しかったよ」

「またいつでもおいでよ。俺も東京行くし」

「うん、夏休みにまた来られるといいな。早めに予約するね」

「いや、ペンションじゃなくてさ。俺の部屋に泊まればいいだろ」

　さらっと言われて、何度か瞬きした。海里の部屋。言われてみれば、当然彼にも自分の生活空間があるはずなのだ。ずっと一緒にいたので、全然気にしていなかったけれど。

「そういえば昔、ペンションの離れみたいな感じで家が建ってたよね？　今は見当たらないけど……」

「あの家はもう古かったから、両親が引っ越すとき壊したんだよ。俺一人じゃペンションと自宅両方は管理しきれないし、どうせここに住めば家なんていらないしね」

　ワインを飲みながら、海里がすっと目を細めた。手を伸ばして遙の髪を梳きながら、「今夜は俺の部屋にくる？」と首を傾げる。

　色っぽい表情のお誘いにときめいた。きちんと恋人同士になったし最後の夜だし、当然またそういうことをするだろうと思っていたけれど。でも海里の部屋に入れてもらえるのは想定外だった。好きな人の部屋に行くのは、何だか特別な気分になる。

　落ち着かない気分で食事と風呂を済ませ、鍵を取り出した海里についていく。

　ダイニングの奥にもうひとつ扉があって、鍵を開けると二階部分につながる階段になっていた。遙は「すごい、秘密基地みたいだね」と目を輝かせる。

「昔は親父の仕事部屋だったんだよ。ここに人が来ることなんてないから、散らかってて悪いんだけど……」

「大丈夫、お邪魔します」

　彼に手を引かれながら、狭い階段をのぼっていく。

　屋根裏のようなスペースを想像していたけれど、思った以上に広々とした部屋だった。たぶん一階のダイニング部分と同じ広さがある。

　いくつもの本棚と大きなベッド、小さなテーブルとソファ。一階に比べるとだいぶ天井は低いが、ロータイプの家具ばかりなので圧迫感はない。

　テーブルに書類や郵便物が山積みになっているのも、ソファに畳んだ洗濯物が置きっぱなしになっているのも、散らかっているというよりは適度な生活感があった。海里が暮らしている部屋。今そこに自分がいるのが、ずいぶん不思議な気分だ。

「いつでも泊まりに来て。風呂や食事は下で済ませればいいし。……客室よりこっちのほうがベッド広いから、ちょうどいいかもな」

「……」

　意味ありげに笑う彼の言葉に、頬が熱くなる。そのままベッドに連れていかれた。たしかに客室のベッドより広いな……と思っているうちに、シーツに沈められる。

「もう少し近くに住んでたら、毎週のように会えるんだろうけど……でも俺も都合つけて東京行くから。遙の部屋に泊めてくれる？」

「うん、もちろん」

　今までどおり会話しながらも、次はいつ会えるのかとそればかりを考えてしまう。海里が来てくれると言っても彼にも仕事があるし、どうしたって週末は書き入れ時だ。遙は基本的に週末が休みなので、二人はきっと休日もかみ合わない。

　遙をベッドに組み敷きながら、海里も同じことを考えていたらしい。彼はそっと遙の頬を撫で、静かな声で「もうこのまま、閉じ込めてしまえたらいいのに」と呟いた。

　背中を沈めているシーツからは、この数日ですっかり馴染んだ海里の匂いがした。しばらくお互いの体温を味わうように、ぴったりと抱き合って雨の音を聞く。

「遙……」

「ん……海里……」

　唇が近付いて、ゆっくりと何度も口づけた。お互いの存在を確かめ合うような、穏やかなキスだ。全部覚えておきたかった。彼の体温も熱い吐息も、愛おしそうに自分を見つめてくれる眼差しも。

　遙は自分から唇を開いて、熱い舌の侵入を受け入れる。うれしそうに口内を探る舌があちこちねっとりと舐め回して、少しずつ遙の身体を高めていく。

　激しくはない、ゆるゆるとしたふれあい。でもたったそれだけで身体の熱が上がった。昨日も散々抱き合って満たされたはずなのに、まだ全然足りない。

「……私が脱がせてもいい？」

　遙は身を起こして海里と向き合う。風呂上がりの彼は肌触りのいいパイル生地のパーカーを着ている。そのファスナーに手をかけ、首筋に口づけた。

　その肌からはもうフレグランスの香りはしない。一日の仕事を終えて自分の部屋で過ごしている海里。完全にプライベートの彼を自分だけが独占できるのだと思うと、ちょっとうれしくなる。

「ふーん。全部脱がせてくれるの？」

　海里は楽しそうに目を細めて、ファスナーを下ろす遙を眺めていた。余裕たっぷりというその表情に、遙は少しだけムッとする。いかにも経験豊富という雰囲気の彼は、こちらから迫っても何とも思わないのだろうか、と。

　でも上半身を脱がし終えたところで、ふと気付いた。

　布地の上からそろりとそこに触る。彼の昂ぶりはすでに硬く太く育ちきり、びくびくと脈打っていた。思わず海里の顔を見る。

「……いや。俺のベッドに遙がいるの、めちゃくちゃ興奮するから」

　海里は口に手を当て、言い訳するように小声で言う。その恥ずかしそうな顔を見て、愛しい気持ちが溢れそうになった。布越しに彼の熱を撫で回し、そっと握るようにしてやさしく刺激する。

「んっ……遙……」

「触るの気持ちいい？」

「あたりまえだろっ……」

　布越しに触っているだけで、その熱も硬さも伝わってくる。遙の手つきに反応して小さく震えているのが健気に思えて、もっとしてあげたい気持ちになる。遙は喉を鳴らした。

　恋人になった男の身体を自分の手で高めたい。たくさん感じさせて乱れさせたい。そんな欲求は今まで持ったことのないものだ。海里が自分の奉仕で喘ぐところを想像すると、すごくドキドキしてしまう。

　……本当に、今まではこんな恥ずかしいこと考えもしなかったのに。でも海里には、何でもしてほしいし何でもしてあげたくなる。

　遙は彼をベッドに仰向けに押し倒し、自分からキスをする。

「海里、私もしたい。じっとしてて」

「遙？　ちょ……っ」

　穿いていたパンツと下着をまとめてずらすと、隠されていた彼のこわばりが窮屈そうに飛び出してきた。興奮の度合いを示すように、逞しい雄はトロトロに濡れている。その蜜を塗り込めるようにして、ゆっくりと扱いた。

「……っん、遙……っ」

「このくらいが気持ちいいの？」

「は……っ、いい……もっと強くしても大丈夫」

　最初はちょっと抵抗しそうな気配だったけれど、遙の細い指が彼のものに触れた途端、あっさり海里は陥落した。

　少しだけ力を込めて、くびれのところを引っかけるようにしながら丁寧に擦りあげた。指先に絡めた蜜を、裏筋のこりこりしたところに塗りつけてあげると反応がいい。

　彼は鍛えられた腹筋を微かに震わせながら、自分のものに触れる遙をじっと見つめている。戸惑いと喜びが半々。そんな表情をしながらも、時々快感に耐えるように息を詰める彼はとてもかわいい。遙は海里を愛撫するのに夢中になった。

「痛くない？」

「全然痛くない……気持ちよくてヤバい……」

　顎をそらしてはぁっと熱い吐息を漏らす海里にきゅんとする。

　いつも余裕の表情で遙を追い詰めてくる彼が、こちらの与える刺激に必死で耐えている。好きな人を自分の手で堕としていく快感にぞくぞくした。

　トロッとした雫が先端からこぼれて、遙の手を濡らす。海里が興奮している。そう思うと、遙もあてられたように下着を濡らしてしまう。ただ彼を愛撫しているだけで、ショーツはぐちゃぐちゃに濡れていた。

「あんまり触られると出そう……遙が触ってくれてるの見てるだけで結構くる……」

「……」

　そんなことを言われれば俄然やる気になってしまう。

　遙は舌を伸ばして、またこぼれそうになっていた男の蜜をぺろりと舐め取る。今まで苦手だった口での奉仕も、海里にしてあげるのは嫌ではない。そこを舐めるのも口に含むのも、全然抵抗は感じなかった。

「え、遙、やめ……っ！」

「海里だって私にしたでしょ」

「そうだけど、っ、遙にそんなこと……っ」

　先端を口に含んだ遙に、彼はものすごく狼狽した声を出す。おかまいなしにトロトロと濡れた先端を舐めて綺麗にしていった。

　しょっぱくて少し苦いような、何とも言えない味。海里が欲情して、愛撫に感じている証だ。どんどん溢れてくるのがうれしくて、甘いお菓子を食べるようにうっとり舐め回してしまう。

「はる、か……ほんと、ヤバいんだけど……」

「ここ、気持ちいい？」

「っ、そこ……っ、駄目だって……！」

　くびれの部分にちろちろと舌を這わせながら、海里の反応を上目遣いで確認する。

　彼はトロリとした表情で息を荒くして、遙が自分のものを淫らにしゃぶっている様子を食い入るように見つめていた。我慢できずに漏らす呻きが色っぽい。苦しそうな彼の吐息が届くたび遙もこっそり興奮して、またショーツがじゅわりと濡れていく。

「っふ……遙……っ」

　そろりと起きあがった海里が、遙の襟元に手を伸ばした。

　遙は前屈みに座って彼のものにむしゃぶりついているし、身につけているのは襟ぐりが大きくあいているワンピースタイプの部屋着だ。だから襟元から彼の手が侵入してくるのを、あっさりと許してしまう。

「んっ！　ふ、ぁっ……」

「遙のことも触らせて」

「あ……っ、だめっ」

「気持ちいいから、お返し」

「やぁっ、駄目だってば……！」

　下着の中に入ってきた指は、遙の胸の先をくりくりと転がしていじめる。

　ほんのちょっと触られただけでも、彼への愛撫で高ぶった身体はすぐに反応してしまう。手加減なしに気持ちよくさせようとする手つきに、思わず腰が砕けた。もっともっとしてあげたいのに、彼のこわばりを舐める舌の動きがおろそかになる。

「ん、んっ、あぁ……っ！　だめ、私がするのにっ……」

「乳首硬くなってる。俺の舐めるだけで興奮したの？　かわいいのにエロいもんね、遙……もしかしてこれだけで濡れちゃった？」

「……っ、あ、んんッ！」

　自分が海里を弄んでいたはずなのに、いつのまにかまた彼が主導権を握り始めている。くやしいから、胸の先端をきゅうっと摘まむ指にも辱めようとする言葉にも、必要以上に乱されたくない。

　それなのに、潤っている花弁は素直にひくりと震えて、また蜜を吐き出してしまう。無意識に腰を揺らすと、彼はふっと笑った。

　海里は遙の頭をポンポンと撫でながら「ありがとう、気持ちよかった」と言った。その表情は満足そうだ。でもその目の奥にある獰猛さを、彼はもう隠そうとしない。

「今度は俺が遙のことかわいがりたい。いっぱいさせて」

「ふ、あ、ああっ……ん！」

「俺も舐めたいな……ここも、甘い香りがするところも」

「あ、あ……っ、やだぁ、海里っ……」

　セックスのときだけ少し意地悪になる、海里の色っぽい笑顔。執拗に胸をいじられて力の抜けた遙は、またあっさり彼に組み敷かれてしまった。

　

「あ、あ……ッ、これ、ふかい……っ！」

「ん……全部入って気持ちいいな。ほら、しっかりお尻上げて」

「んんッ……」

　叱るように腰を掴まれて、遙は半泣きでのろのろと腰を上げた。

　お返しとばかりにじっくり愛撫された全身は気怠く、腕で身体を支えることは全然できない。上半身はシーツに沈んだまま、お尻だけを上げて海里に貫かれている状態だ。

　……海里が普段眠っているベッドで、こんな乱れきった姿で喘いでいるなんて。

　顔を埋めている枕は、彼のシャンプーの香りがする。縋るように枕を握りしめて、押し寄せてくる快感に耐えた。

　きっと全部見られている。後ろの窄まりも、たらたらと涎をたらしながら彼の大きいものを頬張っている花弁も。そう思うと恥ずかしいのに、ただ揺さぶられて大声で喘ぐことしかできない。

「あぅっ、おく……っ！」

「あー……すっごい締まる。バックでガンガン突かれるの好きなの？」

「ん……っ、わかんなっ、気持ちい……！」

「了解、イきっぱなしになるまでしような……っ」

「あっ、ああぁッ！」

　海里に夢中で奉仕したことで、何か押してはいけないスイッチを押してしまったらしい。

　興奮を抑えきれない様子の彼は、遙をうつぶせにさせるとすぐに荒々しく中に入ってきた。これまで決して手荒なことをしなかった彼が、痛いほどに遙の腰を掴んで押さえつけてくる。

　従順な姿勢をとらせて、腰を掴んで、硬い楔を激しく打ち込んで。彼は圧倒的な快感で遙を屈服させようとしているのに、そのくせ時々落とされる口づけはひどく甘くてやさしい。

「海里、キス……」

「ん、舌出して……かわいい、好きだよ」

「……私も、っ、ん……」

　顎をすくわれて後ろを向かされ、不自由な姿勢でキスをする。その息苦しさに、今自分がどんな姿にされているかを思い知らされた。

　彼に押さえつけられて、一番奥まで犯されている。そう思うと興奮して、濡れきった蜜壷がぎゅうぎゅう締まる。

「っあ、遙……締めすぎるともたないから……っ」

「やだぁっ……海里、もっとしてっ……」

「は、おねだりかわい……」

　海里が手を伸ばして、遙の胸を愛撫し始める。彼の指で散々捏ねられた尖りは、敏感になりすぎて痛いほどだ。膨らみきってぽってりと赤くなった花芽にも、彼のもうひとつの手が伸びてきた。いろいろな快感が混ざって、遙の頭の中がぐちゃぐちゃになっていく。

「や、あっ、それやぁっ！」

「大丈夫、いっぱい気持ちよくなって。ちゃんと奥もあげる」

「あッ、激し、い……っ」

　彼の大きな先端が力強く最奥を突いてきて、目の前がチカチカした。子宮口の感触を味わうように切っ先を押し付けられるのもたまらない。

　何度も達して、それでも許してもらえず奥までくまなく愛される。遙の限界は、もうすぐそこだった。

　海里の息も荒く、蜜洞を行き来する熱杭もさっきより大きく膨らんでいる。遙はねだるように締め付けて、彼を果てに誘った。

「海里っ、おねがい、一緒に……っ」

「ん、俺ももう出そ……」

　うなじや耳元にかかる吐息が熱い。彼の興奮にあてられて、遙もまた一段高みに押し上げられる。限界まで張り詰めた熱いものが、ぐっと奥の奥まで押し付けられた。

「も、海里……っ、あ――……ッ！」

「……っ、はるかっ……」

　後ろからぎゅうっと抱きしめられる。その熱が決め手だった。海里の腕の中で、深い絶頂と彼のぬくもりに溺れる。

　大きな波が去ってからも海里は遙を離さず、しばらくそのまま抱きしめられていた。彼の鼓動を聞きながら閉じ込められる、安心する腕の中。遙は時間をかけて呼吸を整え、静かに目を閉じる。

　……いっそ本当に閉じ込められたい。彼の一番近くに、このままずっと。






五　気になる噂







　海が荒れて船が出なければ、もう一晩ここにいられるのに。

　そんなふうにも思ったけれど、最終日の朝は憎たらしいほどの快晴だった。風もなく海は穏やかで、よほどのことがない限り欠航になることはない。

「ごめんな、ゆっくり見送りしたかったんだけど……」

「ううん、今日は海里も忙しいでしょ。仕方ないよ」

　朝食のあいだ、海里は何度も「最後まで見送りたかった」と残念そうに口にした。

　今日は土曜日で、ペンションは予約でいっぱいだ。さすがに海里も朝から忙しくて、遙と遊んでいる時間はない。チェックアウトしたら港まで送ってもらい、船の時間までは一人で過ごすことにしていた。

　忙しい海里をこれ以上引っ張り回すわけにはいかないし、遙としても三泊四日の滞在はこれ以上延ばすことができない。それに昔のように見送られたら、きっと泣いてしまう。だからあっさりとした別れでよかったとは思うけれど。

「ちょっとさびしいな、やっぱり……」

　後ろ髪ひかれながら海里と別れたあと、乗船ターミナルのベンチに座ってぼんやり海を眺める。

　まだ本土からの船が到着していないので、港にいるのは数人の観光客だけで閑散としている。今日の宿泊客がやってくるのは、遙の乗る船が出たあとだ。数時間後、海里はその人たちのことを出迎えて丁寧にもてなすのだろう。

　……もう恋人になったんだから。私は特別な存在、のはず。たぶん。

　それでも今夜、海里のペンションに泊まる人たちがうらやましい。自分がこれから船に乗って東京に戻らなければいけないことが、本当に悲しい。

「……やめよう。またすぐにここに来られるように、頑張らなくちゃ」

　一泊くらいならいつでも来られる。海里も東京に来てくれると言っていた。どちらにしても、今は東京とこの島とでやっていくしかないのだ。

　遙は気持ちを切り替えるように、乗船ターミナルを出る。隣にある観光協会の建物でパンフレットでも見ながら時間を潰そうと思ったのだ。

　観光協会の入口には、小学生たちが植えたプランターの花が綺麗に咲いている。昔は自分たちもこうやって港を彩る花を植えたなと、なつかしい気持ちで眺めた。

　しばらくそうしていると、開けっ放しのドアの向こうから話し声が聞こえた。観光客が少ない時間帯で気が抜けているのかいつもこうなのか、雑談混じりの仕事の話が外までよく聞こえてくる。

　立ち聞きしてるみたいで悪いな、と思い建物の中に入ろうとしたとき、「そういえばペンションさんが」という若い女性の声がして立ち止まった。

　ペンションさん。海里のことだ。なんとなく身動きできず、そのまま立ちすくんだ。女性は外にいる遙には気付かないまま、雑談を続けている。

「このまえ彼女連れて歩いてたらしいですよ。どんな人でしょうね、見たかったなー」

　女性の言葉に、遙はドキッとした。それはきっと自分のことだろうと思ったから。

　海里は海で会った小学生たちに、遙のことを自分の彼女だと言っていた。昨日ばったり会った島の人たちにも。だからきっとそのあたりから噂になったのだろう。住民みんなが顔見知りというこの島で、噂話は広まるのが早いのだ。

　でも次の瞬間、遙は何も考えられなくなった。もう一人の女性が「ペンションさん、十二月に失恋したって言ってなかった？」と言い出したから。

「ほら、忘年会のときにさ。ペンションさんがフラれたって、ももちゃんたちが騒いでたじゃない」

「あー、そんなことありましたね！　でもその人とより戻したって、ももちゃん言ってましたよ。この前もペンションさんに、今度こそプロポーズしろって言って盛り上がってましたし」

「ふーん、じゃあうまくいったのかしらね。若いお嫁さんが島に来てくれるなら、私たちもうれしいけどね」

「こんなに子供が少ないと、そのうち小学校廃校になるかもしれないですもんねー」

　二人の女性の噂話は、そのまま小学校の先生の話題に移っていく。でももう観光協会に入る気にはなれず、遙はそっとその場を離れた。

　女性たちの会話は、ただの噂話にしてはずいぶん真実味があるような気がした。

　十二月に恋人と別れて最近よりを戻して、「今度こそプロポーズしたほうがいい」と、ももちゃんから言われた。その後彼女と一緒に歩いていたところを見ると、きっとうまくいったのだろう。……たぶんそういう話で、間違いないと思うのだけれど。

「それ、誰のこと……？」

　どう考えても、その女性というのは遙のことではない。

　海里と遙が再会したのは三日前だし、きちんと付き合おうという話になったのは昨日だ。去年の十二月、遙はまだ元彼と付き合っていたし、海里とはお互い連絡先さえ知らない関係だった。

　そして今にして思えば、ももちゃんの店にランチに行ったときにも違和感があったのだ。しぶしぶという様子で海里が遙を紹介すると、ももちゃんは「お噂はかねがね！　よかったです、お二人がきちんとやり直せて」とニコニコしながら言っていた。

　海里がすぐに話題を変えてしまったから、その言葉を深く考えることはなかった。「もしかしたら、海里の初恋の話を聞いていたのかな」と思ったくらいで。

　でも女性たちの噂話を聞いてしまった今では、ももちゃんが勘違いしたのだと考えたほうがしっくりくる。彼はきっと、遙が「十二月にフラれた女性」だと思い込んでいたのだ。

　だから「やり直せてよかった」とうれしそうに言ったのだろう。

　海里には最近よりを戻した恋人が本当にいるのかもしれない。でもそれならどうして、自分を好きだと言ったりしたのか。

「全部が嘘だったとは思えないけど……」

　再会してまた好きになったと言ってくれたことも、結婚前提で付き合いたいと言ってくれたことも、遙を抱きしめて幸せだとしみじみ言っていたことも。彼は嘘なんてついているようには見えなかった。

　それとも、全部嘘だったのだろうか。ペンションが暇な時期に、東京から来た後腐れない女と遊ぶため、お試しとか結婚前提とか適当なことを言ったのだろうか。

　……いや、そんな人じゃない。……と、思うけど。……たぶん。

　だんだん自信がなくなってきて、俯いた。

　遙はそもそも男を見る目がないと自覚している。ついこのあいだも、結婚秒読みの男に裏切られたばかりなのだ。結婚前提と言った男が裏切っていたとしても、さほど不思議はないような気がしてくる。

　乗船案内の放送が流れ出してハッとした。いつのまにか乗船ターミナルに戻ってきていたらしい。モヤモヤした気持ちのまま、乗船の手続きをする。

　噂なんてあてにならない。はっきり本人に聞いたほうがいい。

　でも、確かめるのがこわいような気もする。付き合い始めた翌日に離ればなれになる自分たちには、絶対揺るがないような信頼も絆も積み上げてきた時間も、何もないのだから。
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　東京に戻ってくれば、嫌でも現実に戻ることになる。満員電車で出勤して、社長にあれこれ仕事を押し付けられて、一人ぼっちのマンションで眠って。

　ほんの数日経っただけなのに、あの島でのんびり過ごした時間が夢だったような気がしていた。海里をまた好きになって、何度も身体を重ねたことさえも。

「すごいねー、こんな時間までみんな働いてるのが東京って感じするよねー……」

　二十一時近くまで仕事をした木曜日。菜月と電車を待ちながら、ぼんやりと周囲を見回す。結構いい時間なのに、オフィス街にある駅は同じように疲れた顔をした人たちで混雑していた。

「すみませんでした、私のミスだったのに手伝わせてしまって……」

「いいんだよ、私のほうこそごめん。私がもっと早くフォローするべきだった」

　申し訳なさそうに言う菜月に、むしろこちらが申し訳なくなる。

　いつもの遙なら、問題が大きくなる前にきちんと芽を摘んでいたはずのトラブルだった。たとえ自分の守備範囲でなくても、そこはそつなくきっちり拾っていたはずだ。

　どうも勘が鈍っているな、と遙は思う。今までどおり何でもテキパキこなしているようで、気がつけばあの島のことばかり考えている。

　こっちが本来の自分の生活なのだ。明るくて騒々しい東京の夜。ずっとそれが当たり前だったのに、波の音しか聞こえない島の夜が本当に恋しい。東京にいるのが何かの間違いのような気がしてくる。

　スマホが震えて、メッセージアプリの受信を知らせた。海里からだ。「まだ仕事？」というメッセージに、「いま帰るところ」と返す。彼とは毎日電話やメッセージのやりとりをしているけれど、あの日耳にしてしまった噂のことは聞けないままだ。

　海里を信じたいとは思う。あんなに真剣な表情で好きだと言ってくれたことは、嘘じゃないと思いたい。こうしてこまめに連絡もくれるし、好きだとか会いたいとかそういう言葉もきちんと伝えてくれる。あんな噂を聞かなかったら、海里を疑うことなんてなかっただろう。

　……でも、信じていいのかよく分からない。

　元彼だって遙と結婚情報誌なんて見ている裏で、他の女性と子供まで作っていたのだ。海里を信じて付き合い続けたあとで「他の女性と結婚する」なんて聞かされたら、今度こそ本当に立ち直れない。

　どうしていいか分からないまま、少しずつ海里への返信はそっけないものになっている。

　東京に戻ってすぐに届いた「近々東京に行くから会いたい」というメッセージには、いろいろ悩んでいるうちに返信するタイミングを逃してしまった。彼から返事を急かされないのをいいことに、結局いまだにそのことには触れていない。

　浮かない表情でスマホをしまう遙に、菜月は「あやしい」と呟く。

「休暇のあいだに絶対何かありましたね。そして元気ないですね。あれでしょ、同級生とやけぼっくり」

「やけぼっくいね。……いや、別にそんなことはないけど」

「遠恋なんて、言いたいこと言わないと駄目ですよ？　遙さんすぐ我慢しちゃうんだから。近くにいたって裏切る男は裏切るんだから……いや失言でした、すみません」

　元彼のことを思い出させると気付いたのだろう、菜月はすぐに口をつぐむ。そして話題を変えるように「でもいいなあ、イケメン彼氏」と明るい声を出した。

「島のイケメンが他にもいたら、そのうち紹介してくださいね。私も遙さんと一緒に移住しますから」

「いや、移住するかどうかはまだ何とも」

「え、移住計画してるんじゃないんですか？　遙さんならどこでも仕事見つかりそうですし、あんなクソカップルがイチャイチャしてる会社じゃなくても……いや、また失言でした。すみません」

「……そういや新人のころ、失言王って呼ばれてたよね」

「いまだに失言王で申し訳ない」

　神妙に言う菜月にちょっと笑う。

　周囲の社員たちはまだこうして気を使ってくれるけれど、遙はもう元彼の話題が出たところで全然胸は痛まなかった。島から戻ってきて以来、元彼を好きだった日々も裏切りを知った日のことも、ずっと昔のことのように感じていたから。

　傷心旅行に行った甲斐はあったな、と思う。まあその結果、こうして新たな憂いを抱えることになったけれど、それでも。

「遠恋切ないですよね。向こうも遙さんに会いたいでしょうし、またすぐ会えるといいですね」

　菜月にやさしい口調で言われて、何も言えなくなった。

　……向こうも会いたいだろうか。恋人として……それともセフレとして？　なかなか会えない東京の女は、気が向いたときだけ会えばいい便利な女なのかもしれない。「東京に行くから会いたい」というメッセージも、東京でなら恋人に知られることなくセフレに会えるから……だから東京で会いたいのかもしれない。

　よくない考えばかりが浮かんで、遙はため息をつく。

　たぶん、自分は相当毒されているのだ。元彼のことはもう本当にどうでもいい。それでも恋人に裏切られた衝撃と、また誰かに裏切られるかもしれないという恐れは、いまだに遙の中に根深く残っている。

　そうやって信じきれないくせに、そして噂の真偽を確かめる勇気もないくせに、海里が好きだという気持ちは全然消えてくれない。

「……そうだね、会いたいな」

　思わず素直な気持ちがこぼれ落ちた。

　どうしてこんなに好きなのかと思う。たった四日間一緒に過ごしただけの人なのに。ずっと昔の初恋なんて、もう忘れていたのに。

　でも一度口にしてしまったら、止まらなくなった。

　……海里に会いたい。もし嘘をつかれているとしても会いたいなんて、どうかしているけど。それでも、生まれて初めて好きになった人だ。そして、もう一度恋をする勇気をくれた人。

　いま、海里はあの島でどんなふうに過ごしているだろうか。彼のことも島のことも恋しく思いながら、遙は車窓に映る東京の夜景をぼんやり眺めていた。

　

　ずいぶん遅くなってしまったと思いながら、マンションに向かって足早に歩く。

　遙の住むマンションは駅から近く、周辺にはコンビニや飲食店も多い。だから夜遅くの帰宅でもあまり不安はない。

　それでも早く帰りたかった。早く帰って、きちんと落ち着いた気持ちで海里に電話をしようと思っていたから。

　何にせよ、彼の口から本当のことを聞きたい。できれば会って話したい。数時間だけでも会えるなら、近々島に行きたい。やっとそう決めて、少し気持ちがすっきりしていた。

「そういえばお腹すいたな……」

　午後からずっとバタバタしていて、何も食べていない。あまり食欲もなかったが、軽く食べたほうがいいだろうとコンビニに向かう。マンションに一番近い店まであと数メートルだ。

　でもそのコンビニの前に佇んでいる人影に気付いて、足が止まった。背が高い、スタイルのいいスーツ姿の美形。

「……えっ、海里？」

　ちょうど今、会いたいと思っていた相手だ。まさか今日会えるなんて全然思っていなかったから驚いた。なぜ海里が東京にいるのか。なぜスーツを着ているのか。てっきり今日も、あの島で忙しくしているのだと思っていたのに。

　訳が分からないまま、急いで海里に駆け寄った。東京で彼に会うのは何だか不思議な気分だと思いながら。

　海里は遙を見てほんの少し笑顔を見せる。でもそれはとても硬い笑顔だった。

「どうしたの、海里。こんな……びっくりした」

「叔父の仕事で東京に来る用があったから、今日はペンション休みにしてたんだ。どうせ東京行くなら、遙と少し会えないかなと思って」

「……そっか、ごめん」

　以前送ってくれたメッセージで「近々東京に行くから会いたい」と言っていたのは、この予定があったからなのだろう。遙がきちんと返事をしなかったばかりに、きっとずいぶん待たせてしまった。

「あの、よかったらあがって」

　無表情に遙を見つめる海里を促して、マンションに向かった。海里の部屋に入れてもらったのもドキドキしたけれど、自分の部屋に入ってもらうのもなかなか緊張する。

　部屋が散らかったままなのを思い出して内心焦っていると、海里が「ごめん」と小声で言った。

「え、何が？」

「勝手に来て、待ち伏せみたいなことして。ちゃんと遙に聞いてからにしようとは思ったんだけど」

「ううん、こっちこそごめん。私が返信しなかったから」

　きっと宿泊者名簿に書いた住所を頼りに訪ねてきてくれたのだろう。自分たちはきちんと付き合っている恋人同士なのだから、そんなことは一向にかまわない。むしろとても会いたかったから、会いに来てくれて本当にうれしい。

　申し訳なさそうに眉を下げた彼に、言うべきことが次々思い浮かぶ。

　でも、結局どれも口に出せなかった。「きちんと付き合っている恋人同士」――本当にそうなのだろうかと思ってしまったから。

　口をつぐんだ遙を、海里は黙って見つめていた。彼はエレベーターに乗ってからも遙が部屋の鍵を開けてからも、何もしゃべらない。

　黙ってついてきた海里に、玄関のドアが締まるのと同時に後ろから抱きしめられる。数日ぶりのなつかしい彼の香りに、胸がぎゅっとした。

「……何で急にそっけなくなったの」

　遙をやさしく抱きしめたものの、彼の声は硬い。

「やっぱり東京に戻ったら、俺と付き合うなんて無理だと思った？　それとも何かあって、元彼とよりを戻すことになった？」

　冷ややかな声で言われた言葉に驚いた。なぜそんな発想になったのか。いやむしろ、よりを戻したのは自分のほうではないのか。

　遙は呆然としたけれど、今が確かめるチャンスだと思った。本当のことをきちんと聞かなければと、口を開く。

「私が島から帰るとき、噂してる人たちがいたの。……海里が彼女連れて歩いてたって」

「彼女？　それって遙のことだろ？　俺、遙以外の女の子と二人で歩いたりしてないけど」

「でも、十二月に失恋したって……その相手とよりを戻して、ももちゃんに今度こそプロポーズしろって言われてたって」

　何のことだか分からないという顔をしていた彼だが、徐々に何か思い出したらしい。やがて海里は「あー……」と言いながら目を泳がせた。

　どうやら身に覚えがあるらしい。遙の胸が一瞬痛む。でも彼が口にしたのは、予想外のことだった。

「それ誤解。十二月に失恋したっていう相手も遙」

「……え？」

　遙は十二月には海里と会っていない、もちろん。それなのに失恋とはどういうことなのか。

　首を傾げつつ、海里をソファに座らせてお茶の準備をする。海里はキッチンに立っている遙を見つめながら、「忘年会のとき、遙の話題が出たんだよ」と苦笑して話し始めた。
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　その日、海里の隣に座ったのは同窓会の幹事をしている男だった。最初は普通に、次の同窓会についての話を聞いていたのだ。開催の案内を送り、出欠の返事がほぼ出揃った同窓会の話。

　出席率はまあまあで、誰それは欠席で、もしかしたら当時の校長先生も来られるかもしれなくて。遙の話題が出たのは、そんな話の合間だった。

「そういえば、高崎遙ちゃんって海里くんの同級生だったよな。今も連絡とってる？」

「いや、とってないな。遙は全然同窓会も来ないしなー。今は東京に住んでるんだっけ」

　突然初恋の人の名前が出てきて、海里は少しだけドキリとした。

　なつかしい、初恋の女の子。中学生のときに引っ越していって、身を裂かれるような思いで別れた。あの恋はずいぶん長く引きずった。

　何度も連絡をとろうと思ったのだ。でも変に遠慮してできなかった。

　父親が転勤族だった遙は、昔から何度も引っ越しを繰り返してきたという。「昔住んでた街のことはあんまり覚えてないの。いつも新しい環境に慣れるのに精一杯だもん」と肩をすくめて笑っていたことが印象に残っていた。

　もう、この島のことも自分のことも忘れて、新しい街で新しい友達と楽しくやっているのかもしれない。そう思うと連絡しそびれて、そしてそのまま時間が経ってしまった。

　大人になってからは思い出すこともほとんどなかったけれど、この島に戻ってペンションを継いでからは、よく遙のことを思い出していた。島のあちこちに遙との楽しい思い出が残っていたから。今、彼女はどうしているのだろう。いつかまた会って、一緒に酒でも飲めたらいい。そんなふうに思っていた。

　海里は穏やかな気持ちで遙の笑顔を思い出して、ビールを一口飲む。でもそのとき、幹事の男が爆弾を落とした。

「結婚するみたいだよ、遙ちゃん」

「……え？」

「返信葉書に、来年結婚予定だから住所が変わりますって書いてあった。もう同窓会の葉書送るの迷惑かなって思ってたんだけど……でも新しい住所連絡しますって書いてあったし、また葉書送ってもいいよな。そうだ、そのうち旦那さん連れて島に来てくれてもいいしさ。会いたいよなー、遙ちゃん」

　幹事の男はまだ一人でしゃべっていたけれど、海里の頭の中は真っ白で何も聞こえていなかった。

　……遙が、結婚。

　それは、思いがけない事態だった。もちろんそういうことがあってもおかしくないのは分かっている。お互い大人で、恋人がいたり結婚したりしても何の不思議もない年齢だ。

　でも、遙が。あんなに大好きだった女の子が。手を伸ばす勇気がなくて、気持ちさえ伝えられないままに別れたあの子が、他の男のものになる。そう思うと、海里は息もできなくなりそうなほど苦しかった。

「……なんか、すごい衝撃なんだけど」

　唸るように言いながらビールを飲み干し、テーブルにごちんと頭をぶつける。幹事の男が、「え、もしかして遙ちゃんのこと好きだった？」と驚いた声を出した。

「あーでもそれ分かる。昔好きだった子が結婚するって複雑だよな。今さら失恋したみたいな気分になるやつ」

「え、なになに、ペンションさんが失恋？」

　少し離れたところにいたももちゃんが、余計なところだけばっちり聞きつけて大きな声を出す。周囲が「えー、ペンションさん彼女いたの？」とざわつき始めた。

　ももちゃんがヨロヨロしながら一升瓶を抱えて隣にきた。「泣かないで！」と抱きつかれ、海里はうんざりする。

「ももちゃんもう酔っぱらってんの？　泣いてないから。ちょっと離れろ」

「泣きそうじゃん！　俺も泣いちゃう！　……うっ、気持ちわる……」

「本当に手がかかる奴だなお前……！」

　結局この日、忘年会はいつのまにか「失恋したペンションさんを励ます会」に変わっていた。みんなから口々に励まされたけれど、正直何を話したかよく覚えていない。

　それからしばらく何も手につかないほどぼんやりしていて、やっとのことで何とか気持ちを切り替えた。遙が幸せならそれでいいのだと。もともと、あの日別れてしまってから連絡をとることもできなかった。自分とは縁がない相手だったのだと。海里がそんなふうに思えるようになるまでは、結構時間がかかった。

　でもそうやって無理矢理自分を納得させた直後、遙から電話がかかってきたのだ。

　電話の相手が遙だと分かったとき、海里は息が止まりそうだった。少し申し訳なさそうな口調で「一人なんだけど予約できる？」と聞かれ、できると即答する。平常心を装って予約を受け、電話を切った。

　電話を受けたときはちょうど手が離せない仕事があって、詳しい事情を聞く時間がなかった。だから電話を切ったあとでかなりモヤモヤした。

　……気軽な一人旅だと言っていたけれど、どうして一人で来るんだろうか。もしかしたら恋人とは別れたんだろうか。いや、結婚前の最後の一人旅とか、結婚の報告とかそういうことかもしれないし……。

　遙が客として来ることになって、海里の気持ちは揺れに揺れた。そしてそれをポロッと漏らしてしまったせいで、島の若手たちも再び大いに盛り上がった。特に、ももちゃんは大興奮だった。

「えっ、ペンションさん失恋相手とより戻すの？　やけぼっくり？」

「やけぼっくいな。あと別にそういうことじゃない」

「駄目だよそんなクールに構えてたら。今度こそちゃんとプロポーズしてつかまえないと。彼女紹介してね！　あと彼女の友達も紹介してね！　島に移住してもいいって言ってくれる子がいるといいのになー」

「はいはいそのうちな」

　酔っぱらって延々しゃべっているももちゃんに適当な返事をしながら、海里は本当に落ち着かなかった。

　十年以上会っていなかった遙が島に来る。大人になった彼女はどんなふうになっているだろう。東京でどんな暮らしをしているだろう。

　毎日そんなことを考えてばかりで、遙がやってくる日を指折り数えて待っていた。まるで今でも彼女に恋をしているような気持ちで。だから偶然とはいえキャンセルが重なって、四日間ずっと遙の貸切になると分かったときには、海里はかなりドキドキしていた。

　もちろんきちんと一線引いて接するつもりだったのだ。彼女には結婚する予定の恋人がいて、東京での暮らしもある。もう手の届かない人になったんだから、と。

　でも駄目だった。船のデッキにいる彼女と見つめ合った瞬間、海里は自分でも戸惑うほど心が乱れた。

　……ああ、あのときみたいだ。

　十年以上前の、遙と会えなくなった日のことを思い出して苦しくなった。出航する船のデッキでずっと泣いていた遙。船が見えなくなったあとも、夕暮れまで港から動けずにぼんやり海を見つめ続けていた自分。

　でも、今デッキにいる遙は笑顔で、すっかり大人の女性になっていて。長い髪を手で押さえて、やわらかな声で「海里？」と口にしたその笑顔に、胸がいっぱいになる。

　改めて、彼女のことが本当に好きだったと思い知った。再び会ってしまえばまたあっさり恋に落ちてしまうくらい、大好きだったのだと。

　遙が恋人に裏切られたばかりだと知って、海里はその男のしたことに本気で腹を立てた。でもその一方で、遙には申し訳ないがこれはチャンスかもしれないと、ひそかに喜んだのも事実だ。

　自分の近くでのびのびとくつろぐ遙を見ているうちに、もう絶対離したくないという気持ちが芽生えていたから。そして彼女の初恋相手が自分だったことを知り、あのころ勇気を出して気持ちを打ち明けなかったことを、本当にものすごく後悔したから。

　失恋で弱っている遙につけこんでいる自覚はあっても、引くことはできなかった。もうどうしようもなく遙を好きになっていた。そしてこの先、何があっても必ず彼女をつかまえると、海里は心に決めていた。





◇






　これまでのことを話し終えた海里は、「だから俺には遙しかいないよ」と穏やかに言った。

「心配するようなことは何もない。今も、この先も」

「ごめん。ちゃんと確かめればよかったのに」

　遙は俯く。自分が臆病だったせいで、海里を不安にさせた。そして彼のことを疑った。少し……いや、かなり疑っていたのだ。

　隣に座っていた海里に抱き上げられて、彼の膝に乗せられた。海里はやさしい表情で、遙の髪を撫でる。

「いいよ、元彼に裏切られたばっかりの遙がそんな話聞いたら、俺のこと信じられなくなるのも分かるし。島の人たちも話半分に聞いてればいいのに、全力で本気にするからなー」

「……本当にごめんね」

「いや。俺も今日、遙が元彼と一緒にマンションに帰ってきたらどうしようかなって思いながら待ってた。男連れだったら会わずに帰らなきゃいけないと思って……俺も遙のこと疑ってたんだよな。こっちこそ本当にごめん」

　海里は神妙な顔で言っているけれど、それだって結局は遙のせいだ。付き合いたての甘い時期を、お互いに疑惑を持ったまま鬱々と過ごしてしまった。

　申し訳ない気持ちでいっぱいで、そして会えなかった時間を埋めたくて、海里にしっかり抱きつく。

「今日会えてよかった。来てくれてありがとう」

「うん。俺も会いたかった」

「あの、よかったら泊まってく？」

「えっ。当然泊めてもらおうと思ってるんだけど」

「……それから。できれば、一緒にお風呂入ろ……？」

　思い切って言ってみる。遙がそんなことを口にするとは思っていなかったようで、海里は息をのんだけれど。

　でもこれからは、我慢せずに何でも話すのだ。「遠恋なんて、言いたいこと言わないと駄目ですよ」と菜月に言われたけれど、本当にそのとおりだと今回のことでよく分かったから。

「海里にせっかく会えたのに、一瞬だって離れたくないし」

「……」

「それに、その……早く一緒に寝たいし」

　抱き合っているおかげで、顔が見えなくてよかった。精一杯の誘い文句を口にした遙は、そっと頬を染める。

　でも結局大きな手に両頬を包まれて、顔をのぞき込まれてしまった。「たちが悪いよね」とため息をついた海里は、色っぽい笑みを浮かべて首を傾げる。

「そんなこと言って俺を誘惑して……朝まで寝られなくなると思うけど、いいの？」

　顔を近づけて囁く彼に、遙はドキドキしながら頷いた。――このときはまだ、まさか言葉どおり朝まで寝かせてもらえないとは思っていなかったから。






六　未来








「やっぱりうちのお風呂だと狭いね」

「狭いのがいいんじゃん。遙と風呂入るの久しぶり」

「まだ何日も経ってないよ」

「それでも。会いたかったし触りたかった」

　甘い雰囲気で唇を合わせる。今夜会えるとは思っていなかった海里と、触れられる距離にいる。そのことが本当にうれしい。

　単身者用マンションの手狭なバスタブに湯を張って、後ろから抱えられるようにして一緒につかる。二人で入ればぎゅうぎゅうだ。

　まあどうせ風呂が広くても密着されるのは分かっている。だからそれはいいんだけれど。

「……っ、なんで触るの」

「風呂場でぐちゃぐちゃに犯してって言ったの遙だろ」

「そんなこと言ってませんけど……！」

「しーっ。ここ結構声が響く」

　海里に言われて、慌てて口をつぐんだ。

　屋外にある露天風呂と違い、マンションの浴室は声が反響する。人の声やシャワーの音が、他の部屋に案外聞こえてしまうのだ。絶対に変な声を出すわけにはいかない。

　……狭い。そして物音も気になる。

　やっぱり一緒にお風呂に入るなら露天風呂だなと遙は思ったけれど、海里は本当に「狭いのがいい」と思っているらしい。「遙が逃げられないのがいいよね」と機嫌のいい呟きが聞こえたあとで、彼の大きな手は遙の胸を何の遠慮もなく揉み始める。

「っん、ん……」

「声出さないで。聞こえちゃうよ……？」

　耳元で囁かれ、涙目で振り返って彼を睨む。触るのをやめてくれればいいのに、彼は蕩けるような笑みを浮かべてこちらを見るだけだ。膨らみを揉む手は全然止まってくれない。

　遙をゆっくり高めていく、いやらしい手つき。触られてすぐ気持ちよくなってしまったのが恥ずかしい。でも逃げたいと思っても、狭い浴室にはたしかに逃げ場がなかった。

「俺さ、遙が恥ずかしそうにしてるとすっごい興奮するんだよね。声我慢してるのもたまらない」

「悪趣味っ……」

「遙も興奮するくせに。でもまさかまだ濡れてないよね、風呂入ってるだけだし」

「……っ」

　わざとらしく言われて少しだけ身じろぎする。ほんの少し胸を揉まれただけで花弁に蜜を溢れさせていることを、彼に知られたくなかった。

　尖らせた舌が遙の汗ばんだうなじを舐め上げていく。そちらに気をとられて背筋をぞくぞくさせているあいだに、海里の指が秘裂に入り込んできた。ぬるりと滑った指に、彼はふっと笑う。

「あれ、濡れてる」

「海里が触るからでしょっ、あ、ん……」

「じゃあ、あとで責任持って綺麗にするから。もう少し濡らそっか」

「ふ……っ、あ……！」

　小声で話しているうちに、両胸の先が摘ままれた。

「あー、ここ舐めたい。こんなに硬くして真っ赤になって……」

「ん……っ、ぁ、はぁ……っ」

「これ好き？」

「ん、んんっ……すきっ……」

　親指と人差し指で胸の先を挟んで捏ね回される。時々やさしく爪を立てられて、ビクリと震えた。

　ほんの少しだけ痛いのも気持ちいい。もっとされたい。彼にはそんな欲求も見抜かれているようで、身体が震えるたびに羞恥が募る。

「ぁっ、んっ……っく、ぅ……」

　海里に言われたとおり、声を耐えていることでなおさら強く興奮してしまう。

　無意識に腰を揺らし、そのたびにガチガチになった海里の昂ぶりを刺激した。海里も興奮している。それを自分の身体で感じるたび、遙の秘所もお湯の中でさらにトロトロになっていく。

　お互いに高まっていくうち、海里はだんだん不自由な姿勢に焦れてきたらしい。遙を抱き上げ、「ちゃんと触りたい。上がろ」と洗い場に立たせる。

「のぼせてない？　しっかりつかまってて」

「ん……」

　のぼせてはいない。でもほんの少し触られただけで身体は潤み、淫らな興奮で頭もぼんやりしている。

　一瞬足をふらつかせた遙を、海里は逞しい腕で抱きしめた。彼はぬるめのシャワーで遙の火照った身体を流しながら、そのまま壁際に追い詰めてキスをしてくる。

　くちゅくちゅと舌が絡み合う音と、荒くなった二人分の呼吸。恥ずかしいその音をシャワーの水音が流していく。背中が当たっている壁はひんやりとしていたが、そんなことは全然気にならないくらい身体は熱を持っていた。

「……ぁ、ふ、ぅん……っ」

「遙……」

　キスを交わす短い時間すら、目を閉じるのが惜しいような気がした。もっと海里を見ていたい。近すぎて相手の顔なんてぼやけて全然見えないのに、それでも目を開けてひたむきに見つめ合いながらキスをする。

「遙の一番奥まで触っていい？」

「ん、触って……あッ、んっ！」

　様子を見るように蜜口が撫でられた。くちゅ、くちょっとわざと立てられる音が浴室に響く。自分がどれだけ濡らしているか思い知らされて、たまらなくなった。

「や、海里っ……」

「素直だね、俺に触られてトロトロになって。かわいい」

「ん、そこっ……、あ、あ……っ」

　襞のあいだを探っていた指が、膨らんだ花芽に辿り着いた。蜜を塗り込めるようにやさしく転がされ、腰が震える。

「遙、俺の肩につかまって」

「え……？　あ、やっ……！」

　海里が足元にひざまずいて、遙の足を少し開かせる。秘裂に舌を伸ばされ、逃げようとするけれど腰をしっかり掴まれていて動けない。

　彼の舌はぬるぬると花芽をかわいがり、蜜を舐め取った。すっかりやみつきになってしまったその愛撫が、遙をどんどん追い詰めていく。

「海里、や、海里……っ」

「ん、イっていいよ」

「いやっ、お願い、だから……海里の、挿れてもらってイきたい……っ」

　恥ずかしがってばかりの遙が涙目で発したおねだりは、なかなか強烈だったらしい。海里は愛撫をやめて、あっけにとられたように遙の顔を見上げる。

　よく考えると、とても大胆なことを口にしてしまった気がする。遙は泣きそうになりながら、「だめ……？」と囁いた。海里が喉を鳴らし、深呼吸する。

「……避妊するの忘れるとこだった」

「えっ、んぅ……っ」

　海里は熱っぽく言いながら、もう一度花弁にちゅうっと吸い付いて一旦離れていく。いつのまにか脱衣所に避妊具を用意していたらしく、彼は手早く準備を整えた。

「え、ここで？」

「もう我慢できないでしょ？　俺もできない」

「うそ、準備よすぎ……っ、ああッ！」

　浴室の壁に押し付けられ、後ろから海里のものを擦りつけられた。彼は立ったまま後ろから貫くつもりのようで、位置を調整するように遙の腰を掴む。

　今まで経験のない体位に緊張した。でも海里の荒い吐息を首筋に感じて、溶けそうになる。そっと振り向くと、彼はやさしく笑ってキスをくれた。

「準備なしで泣くまで犯して、溢れるくらい中出ししたいけど……それはまた今度ね」

　爽やかな笑顔と甘い声でとんでもないことを言いながら、彼はゆっくり遙の中に入ってきた。少しずつ少しずつ、長大な楔が遙の蜜路を進んでくる。

「あ、あ……ふ、ぅっ……」

「は……っ、いたく、ない？」

「ん、きもちい……おかしくなりそう……っ！」

　大きな先端が、気持ちいいところをくまなく擦ってきた。快感を教え込まれてすっかり手なずけられた蜜襞は、彼の熱を喜んできゅうきゅう締め付ける。

「俺も気持ちいい……遙、好きだよ」

「私も……ん、んっ……海里、痛くないからっ」

　……お願いだから、はやく、奥まで。

　その願いを口にするより早く、彼の熱杭が最奥まで一気に押し込まれた。急にずぶっと根元まで入ってきて、目の前がチカチカする。それだけで遙は達してしまった。

　海里はそのまま激しく何度も突き上げてくる。遙が全身を震わせたことに彼も気付いたはずなのに、休ませてくれる様子はない。突然始まった蹂躙に、遙は喘ぎ声を押し殺すのが精一杯だった。

「っん……もっと、ゆっくり……！」

「無理。かわいく誘ったの遙のほうだろ……っ」

「あ、あ！　海里っ、ん、んっ……」

　ぐちゅぐちゅと淫猥な音を立てながら貫いてくる彼のものは、遙をまたあっさりと高みに押し上げていく。海里は容赦なく遙を揺さぶりながら、胸や花芽にも手を伸ばしてきた。

「やっ、そんなに全部触ったら……っ」

「っ、すっごい締まった。もっと俺のことほしがってよ」

「ほしいっ、ほしいから……っ、あ、もうイっちゃうっ……！」

　後ろから抱きしめられ、彼の体温に包まれたままでまた絶頂を味わう。絶対逃がさないとばかりに抱きしめてくる熱い腕にも、「もっと奥に入りたい」と言いたげにぐりぐりと奥に押しつけられる楔にも、彼の執着を感じてきゅんとした。

　海里の限界も近いらしく、蜜洞を埋める熱杭は大きく張り詰めていた。繋がっているところが熱くて溶けそうで、もっと溶け合いたくて遙も腰を揺らしてしまう。

「遙……っ、は、もう出そ……」

「あっ、私も、もう……っ」

「ん……ッ、かわい……好きだよ。遙のことどんなに愛してるか一晩中教えてあげるから……次会えるときまでちゃんと覚えてて……！」

「あっ、あ……っ、んうっ……あああーッ！」

　力強く抱きしめられて、奥の奥まで犯そうとするように彼の昂ぶりがねじ込まれた。遙は押さえつけられたままで、愛する人に屈服させられる甘い幸福感を味わう。

　最奥で薄膜越しに放たれる熱は、なかなか止まらなかった。彼が蜜洞の奥で何度も震えるたび、敏感になっている遙も快感を注ぎ込まれてしまう。

「んっ、遙っ……」

「海里……すき……」

「うん、俺も……」

　重なる唇が熱かった。深く繋がった身体も、彼の吐息も、全部。なかなか高みからおりてこられず、ただぐったりと身を任せたまま好きだと囁き合う。

　そしてこの夜は、それを一晩中聞かされながら抱かれ続けた。子供のころの彼が、どれほど遙を好きだったか。今も、どれほど深く溺れているか。それはもう、きちんと愛されていると疑いようもないくらいに何度でも。

　明け方まで続いた濃厚な交わりに、遙は息も絶え絶えだった。「遙のこと愛してるって、ちゃんと分かってくれた？」と微笑まれて、首が折れそうなほど必死で頷く。

　……もう二度と海里を疑ったりしない。命にかかわる、これは。

　遙はそう固く決心して、朦朧としたまま朝を迎えたのだった。

　

　海里は翌朝早くの新幹線で帰ると言った。今日は金曜日なので、遙もいつもどおり出社だ。

　ほとんど眠っていないので身体は気怠く、でも頭は妙に冴えていた。彼と一緒にいられるのも、あとほんの少しの時間。会えないあいだの充電をするみたいに、早朝の静かな部屋でじっと抱き合う。

　遠く離れて暮らすのはさびしい。でもこうして何の憂いもなく愛し合ったことで、遙の中で確実に気持ちが変わっていた。

　傷心旅行のために島に向かったときは、ただの現実逃避だった。東京から、元彼から、少しでも離れたいと。いま島に行きたい理由は全然違う。東京での暮らしから逃げるわけでもなく、何かをあきらめるわけでもなく、ただ今より幸せになるために島に戻りたい。

　いつか海里と一緒に、のんびりあの島で暮らせたら。

　その願いが、東京での暮らしより仕事のキャリアより大切なものになったと、自然に思えた。きっと当面は、その夢を叶えることが自分の新たな目標になっていくだろう。

「海里の朝ごはんが恋しいわー……」

　トーストの耳をカリカリかじりながら呟く。

　普段から冷蔵庫が空っぽのマンションで、突然訪ねてきた恋人に出せる朝食はパンとコーヒーくらいしかなかった。チーズをのせたトーストと、カフェオレだけの朝食。宿泊客だったとはいえ、島にいるときは海里にあんな立派な朝食を出してもらっていたから、本当に申し訳なくなる。

「そのうち飽きるほど食べることになるよ。いずれ毎朝、俺が作った朝飯食べるんだろ？」

「……うん。そうだね」

　少しすれ違ったけれど、結婚前提と言われた付き合いは継続中のはずだ。だからきっと、いつかはそういう話になるはずで。

　当たり前のように未来の話をする海里に、遙はこっそりときめいた。いずれ毎朝。そんな未来に、できるだけ早く辿り着きたいと強く願う。

　しばらく黙ってカフェオレを飲んでいると、海里が思い出したように「そういえばさ」と自分のビジネスバッグを引き寄せた。

「東京に行ったら買いたいと思ってたものがあって」

「ん？　なに？」

　彼の言葉に遙は首を傾げた。

　離島に住んでいるとはいえ、今どきネットで大抵のものは買える。島に大きな店はないけれど、船で本土に渡れば買い物に便利な市街地もすぐそこだ。わざわざ東京で買いたいものとは何だろうと、不思議に思った。

　東京限定のめずらしい食材とかそういうものだろうかと思っていると、テーブルの上に小さな箱が置かれた。リボンをかけられた、有名なジュエリーショップの箱だ。

　いかにもプレゼントという雰囲気のそれに、遙はちょっと驚いた。

　……え、私に？　もしかして誕生日プレゼント？

「これ、遙に。開けてみて。気に入るといいんだけど」

「……ありがとう」

　いつになく緊張した表情の海里に見守られながら、ゆっくりリボンをほどいた。箱の中に入っていたのは、凝った意匠のジュエリーケースだ。たぶん小振りのジュエリー。ピアスかネックレスだろうか。

　あまり深く考えないまま、ドキドキしながらジュエリーケースを開ける。中身を確認して、一瞬何も考えられなくなった。

　……指輪だ。大きなダイヤの。誕生日プレゼントにしては、やけに高価な。

　身じろぎひとつしない遙の反応に、海里は「……いや、遙に引かれるだろうなとは思ったんだけど」と少し気まずそうな声を出した。

「でも俺はもう一生遙だけって決めてるから。遙さえよければ、少し先の約束をしておきたい」

「海里……」

「受け取ってくれるかな。いつかお互いのタイミングが合ったときに、遙と一緒に暮らしたい。そして人生最後の日まで、俺の近くで一緒に生きてほしい」

　静かに口にされた願いに、胸が詰まった。

　海里が選んでくれた指輪を見つめる。ダイヤモンドの隣には、小さなコバルトブルーの石。遙は宝石に詳しくないから、石の種類までは分からない。でもこの色は。

　……あの島の海の色だ。二人が出会って恋をした、あの島の。

　生まれて初めて恋をしたこの人に、人生最後の恋も捧げるのだ。それはなんて幸福なことだろう。

　美しい青が涙でにじむ。何度も頷いて「よろしくお願いします」と言った言葉は、ほとんど声にならなかった。

　未来を誓うように、そっとキスをする――夜明けの東京で、遠く離れた島のことを思いながら。
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「遙、何考えてる？」

「んー。島に移住してくる前のこと、ちょっと」

　いつもの岩場で釣り糸を垂らしながら、ふあ、と気の抜けたあくびをする。数日間続いた雨も上がり、島はからりとした快晴だ。あたたかい日差しと海風が気持ちいい。

　移住して二年。幸いペンション経営は今も順調だ。片手間程度にやっているのかと思っていた海里の父親や叔父の仕事も、思った以上に忙しく多額の収入がある。それを手伝う遙もなかなか多忙だった。

　東京の仕事を辞めようと決心したのは、海里がマンションに訪ねてきてからしばらく経ったころのことだ。今までで一番大きく、華やかなプロジェクト。全社一丸で取り組んだその仕事が大成功に終わったとき、「もういいかな」と自然と思えたのだ。「そろそろ次のステージに行く時期かな」と。

　社長に退職を打診したのは、プロジェクトの打ち上げパーティーの帰り道だった。

　上司部下の関係ではあるが、ここまで一緒にやってきた仲間でもある。辞意を打ち明けるのはとても緊張したが、社長はあっさりと賛成してくれた。

「やっぱりさ、何でもタイミングってあるじゃん。いい波が来たら思い切って乗らなきゃいけないんだよ。お前が今だと思うなら今なんじゃないの。反対しないよ、もちろん」

「……ありがとうございます」

「ここまでよくやってもらって、ありがたいと思ってるしな。いろいろあったのにさ」

　そのいろいろには、きっと元彼との破局も含まれているのだろう。

　ありがたいのはこちらの方だ。社内恋愛のゴタゴタという個人的なトラブルで社内を騒がせておきながら、咎められることなく仕事を続けさせてもらった。社長にも周りの社員たちにも頭が上がらない。

　元彼とその妻になった後輩社員は、独立すると言って早々に会社を辞めていった。どうやら自分たちで会社を立ち上げたがうまくいかなかったらしいと、噂で聞いた。その後の消息は知らないし、興味もない。

「それでどうするんだ、これから」

「遠距離恋愛中の恋人がいまして、そちらに移住して結婚するつもりです。仕事も彼の家業を手伝おうかと」

　自分が将来ペンションで働くことになるとは思っていなかったけれど、新しい仕事はわくわくする。島の人たちも海里の両親も遙を歓迎してくれていて、海里との結婚も島への移住もとても楽しみだった。

　移住と聞いて興味を持ったらしい社長が、スマホを出して島のことをいろいろと検索し始める。

「へえ、地熱。温泉と酒と漁業と農業ね……宝の山だな。おもしろいビジネスできそうじゃん、ここ」

「小さな島ですよ」

「それがいいんだよ」

　社長は「金の匂いがするなぁ、いいなぁ」なんてブツブツ言っていた。彼のことだからそのうち何らかのニッチなビジネスで島に進出してきて、しれっと成功させるかもしれない。島に仕事が増えて若い人も増えるといいなと、遙も笑みを浮かべた。

「俺はさ、高崎にも他の創業メンバーにも感謝してるんだよ。この会社をここまで軌道に乗せたの、俺じゃなくてお前たちだし。お疲れさま、ありがとう」

「とんでもない。こちらこそたくさん勉強させていただきました、ありがとうございました」

「あと旦那めちゃくちゃイケメンなんだって？」

「……何か関係あります？　それ」

「アイドル級だって聞いたんだけど。イベントとかさ、何かあったら使っていい？」

「駄目ですよ」

「どこまでなら旦那脱がせていい？」

「駄目だってば」

　社長は楽しそうに笑う。「軽い気持ちのやけぼっくいかと思ったら、もうすっかり熱愛じゃん」と。

　彼が立ち止まった。右手を差し出してくる。

「同じ会社の上司と部下じゃなくても、そのうちまた一緒におもしろい仕事やろうな」

「はい、ぜひ」

　がっちり握手を交わした。長いあいだ、一緒に戦ってきた戦友と。

　そのとき、いつか本当にまた「おもしろい仕事」をすることになる予感がしていたのだ。

　その勘は当たり、社長はもうすぐこの島に小さな食品加工会社を立ち上げることになっている。「島ブランドを全国に広めよう」と、ももちゃんと意気投合して盛り上がったらしい。その仕事には菜月もかかわるし、遙も落ち着いたら少し手伝ってほしいと言われている。この先もわくわくすることばかりだと、遙は頬を緩めた。

「海里は何考えてた？」

　しばらくお互い無言で釣り糸を眺めていたのだ。隣にいる夫は何を考えていたのかと、ちらりと見上げる。相変わらずの美形が今日も眩しい。

「んー、遙の下着があとちょっとで見えそうだなって」

「最低」

　……真剣な表情にちょっとときめいたのに。ドキドキして損した。

　遙は視線をまた岩場に戻す。海里が慌てた口調で「いや本当に見えそうなんだって！」と言い募る。

「もうそのワンピース絶対禁止。来週一緒に服買いに行くから」

「ええー……この服楽なんだけど」

「駄目」

「実はこれ、色違いも持ってるんだけど」

「知ってる。それも駄目」

　今日は釣りもするし仕事も忙しいし、楽な服でと思ったのに。遙は唇を尖らせる。

　でもすぐにまあいいかと思い直したけれど。どうせそろそろ、新しい服が必要になる時期だ、たぶん。

「あ、動いた」

「え、もう釣れた？　……いや、かかってないだろ、これは」

　海里が木片の先につけた釣り糸をじっと見つめる。

　遙は移住して釣りに慣れた今でも、この釣り具を気に入っていた。日によっては海里より大物が釣れたりして、結構楽しいのだ。

　遙もきょとんとして釣り糸を見て、それから「違う違う」と笑い出した。

「ごめん、そっちじゃなくて。こっちが動いた」

「えっ」

　二人の視線の先には、遙のお腹。ふっくらしてきたそこで育っているのは、どうやら女の子らしい。もうすぐ増える予定の、新しい家族。

　海里は「もう一度動かないかなー」と言いながら、一生懸命遙のお腹を撫で回す。くすぐったくて幸せで、遙は小さく笑った。そして目を細めて空と海を眺める。

　初恋の人と結ばれて家族になって、この島で生きていく。これからもずっと。

　その幸福を思いながら、遙は穏やかな気持ちで青い海を見つめていた。
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　初めまして、りりすと申します。

　濃蜜ラブルージュ様とはこちらの作品で初めてご縁をいただきました。たくさんの作品がある中、拙作をお手に取っていただきありがとうございます。

　

　執筆のご依頼があったときから、「旅先で溺れる期間限定の恋」を書きたいというイメージを漠然と持っていました。日常から離れたのどかな場所で、悩んだり迷ったりしながら恋に溺れていく二人を書きたいなと。

　物語の舞台になったのは美しい海に囲まれた離島です。ヒロインは恋人に裏切られたばかりで、子供のころ住んでいたこの島に傷心旅行に出かけます。そこで初恋の相手であるヒーローと久しぶりに再会し、再びお互い惹かれ合って身体を重ねるようになり……というストーリーです。

　自然豊かな美しい離島、郷愁を感じさせる船旅、初恋の人との再会……作者好みの要素をいろいろ盛り込みまして、最後までとても楽しく書かせていただきました。ちょっとだけすれ違うこともあった二人ですが、最後は穏やかで晴々としたハッピーエンドにできたのではと思っています。

　作者にとっては楽しみながら書き上げた思い入れのある作品となりました。読者の皆様にも「楽しかった！」と思っていただけるといいなと、祈るような気持ちでこのあとがきを書いております。

　もしよろしければ、ぜひお気軽に感想を聞かせてくださるとうれしいです……！

　

　最後になりましたが、この作品を世に出すにあたり、たくさんの方々にご尽力いただきました。この場を借りてお礼申し上げます。

　カバーイラストを担当してくださった長は谷せ川がわゆう先生。執筆中から「リゾートラブっぽい、明るい雰囲気の表紙になるといいな……」と考えておりましたが、私がイメージしていた以上に素敵なイラストに仕上げていただきました！　本当にありがとうございます。

　また、ご多忙の中スムーズに進行していただいた担当様、制作に携わってくださった関係者の皆様。そしてこの作品を手にしてくださった読者の皆様にも、心からの謝辞を。

　いつかまたどこかでご縁をいただければ幸いです。ありがとうございました。
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